
PTPの設定

この章では、Cisco NX-OSデバイスで高精度時間プロトコル（PTP）を設定する方法について
説明します。

この章は、次の項で構成されています。
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•拡張マルチキャストスケール（61ページ）
•タイムスタンプタギング（62ページ）
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• PTPの設定例（73ページ）
•その他の参考資料（75ページ）

PTPについて
PTPは、ネットワークに分散したノード間で時刻同期を行うプロトコルで、IEEE 1588に定義
されています。PTPを使用すると、イーサネットネットワークを介して1マイクロ秒未満の精
度で、分散したクロックを同期できます。さらに、PTPのハードウェアタイムスタンプ機能
は、ERSPANタイプ IIIヘッダのタイムスタンプ情報を提供します。この情報は、エッジス
イッチ、集約スイッチ、およびコアスイッチ間のパケット遅延の計算に使用できます。

PTPシステムは、PTPおよび非 PTPデバイスの組み合わせで構成できます。PTPデバイスに
は、オーディナリクロック、境界クロック、およびトランスペアレントクロックが含まれま

す。非PTPデバイスには、通常のネットワークスイッチやルータなどのインフラストラクチャ
デバイスが含まれます。

PTPは、システムのリアルタイムPTPクロックが相互に同期する方法を指定する分散プロトコ
ルです。これらのクロックは、グランドマスタークロック（階層の最上部にあるクロック）を

持つマスター/スレーブ同期階層に編成され、システム全体の時間基準を決定します。同期は、
タイミング情報を使用して階層のマスターの時刻にクロックを調整するメンバーと、PTPタイ
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ミングメッセージを交換することによって実現されます。PTPは、PTPドメインと呼ばれる論
理範囲内で動作します。

PTPは次の機能をサポートしています。

•マルチキャストおよびユニキャストPTP転送：マルチキャスト転送モードでは、PTPはデ
バイス間の通信に IEEE 1588標準に従ってマルチキャスト宛先 IPアドレス 224.0.1.129を
使用します。送信元 IPアドレスの場合、PTPドメインでユーザが設定可能なグローバル
IPアドレスを使用します。ユニキャストトランスポートモードでは、PTPはインターフェ
イスで設定可能な設定可能なユニキャスト送信元および宛先 IPアドレスを使用します。
ユニキャストモードとマルチキャストモードの両方で、PTPは UDPポートを使用しま
す。イベントメッセージには 319、デバイス間の一般的なメッセージ通信には 320を使用
します。

• PTPマルチキャスト設定は、L2または L3の物理インターフェイスでのみサポートされま
す。L3物理インターフェイスでのみサポートされるユニキャストPTP設定。PTPは、ポー
トチャネル、SVI、トンネルなどの仮想インターフェイスではサポートされません。

• IP over UDP over PTPカプセル化：PTPは、IP上のトランスポートプロトコルとして UDP
を使用します。ユニキャストモードとマルチキャストモードの両方で、PTPはイベント
メッセージに UDPポート 319を使用し、デバイス間の一般的なメッセージ通信に 320を
使用します。L2カプセル化モードは、ではサポートされていません。

• PTPプロファイル：PTPはデフォルト（1588）、AES67、および SMPTE 2059-2プロファ
イルをサポートします。すべての同期要求間隔と遅延要求間隔が異なります。デフォルト

プロファイルの詳細については、IEEE 1588を参照してください。AES67および SMPTE
2059-2の詳細については、それぞれの仕様を参照してください。

•パス遅延測定：マスターとスレーブのデバイス間の遅延を測定する遅延要求および応答メ
カニズムをサポートします。ピア遅延要求および応答メカニズムは、ではサポートされて

いません。

•メッセージ間隔：デバイス間でアナウンス、同期、および遅延要求メッセージを送信する
必要がある間隔を設定できます。

•ベストマスタークロック（BMC）の選択：BMCアルゴリズムは、1588仕様に従って受
信したアナウンスメッセージに基づいて、PTP対応インターフェイスのマスター、スレー
ブ、およびパッシブ状態を選択するために使用されます。

PTPオフロード
この機能により、ラインカードに PTP機能が分散され、システムでサポートされる PTPセッ
ション数のスケーリングが可能になります。この機能は、9700-EX、9700-FX、9636C-R、
9636Q-R、9624D-R2、および 9636C-RXラインカードを搭載した Cisco Nexus 9500プラット
フォームスイッチで使用できます。
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ダイナミックユニキャスト

この機能により、BMCAは静的ロールを割り当てるのではなく、次のように動的にロールを選
択できます。

• ptp peer <ipv4>/<ipv6>コマンドを使用してピア IPを構成します。

•ポートは、ピア IPが到達可能になるまでリスニング状態のままであり、その後マスター
状態に移行します。

•アナウンスパケットは、ピアが到達可能になるとすぐに送信されます。

•アナウンスパケットに基づいて（BMCAを使用して）、ロールが決定されます。それに応
じてポートの状態が遷移します。

PTP時間分配保留
適切に同期された PTPネットワークでは、いずれかの PTPノードがダウンしてから起動する
と、その PTPクロックはプライマリ時刻ソース（GM）に同期されます。このプロセス中に、
ローカルノードでかなりの長さの時間修正が行われ、ローカルクロックの修正が試行されま

す。その際、ノードはダウンストリームノードに誤った時刻を送信し、すべてのダウンスト

リームノードで問題が発生する可能性があります。Cisco NX-OSリリース 10.5(1)Fで導入され
た時間分配（TD）保留機能は、ブートアップ時にノードがプライマリソースに正しく同期さ
れてからダウンストリームノードに時間を分配するようにすることで、この問題を解決しま

す。

TD保留機能は、境界クロック（BC）ノードがプライマリ時刻ソースにロックされ、ターゲッ
ト修正値が確定するまで、時間分配を保留します。TD保留対応ノードは、すべての PTPパ
ケットを受信し、通常の状態変更を行い、時刻を同期しますが、PTPパケットは送信しませ
ん。

すべてのノードが同時に（数秒程度の差で）再起動すると、各ノードがアクティブな保留時間

になり、セカンダリポートを持つノードがなくなることがあります。この場合、BMCが最適
なクロックを見つけるのに時間がかかります。それで、この機能を有効にする際には、この点

を考慮する必要があります。

（注）

PTPデバイスタイプ
PTPデバイスタイプは設定可能で、クロックタイプの設定に使用できます。

クロック

次のクロックは、一般的な PTPデバイスです。
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オーディナリクロック

エンドホストと同様に、単一の物理ポートに基づいてネットワークと通信します。オー

ディナリクロックはグランドマスタークロックとして動作できます。

境界クロック

通常、複数の物理ポートがあり、各ポートはオーディナリクロックのポートのように動作

します。ただし、各ポートはローカルクロックを共有し、クロックのデータセットはす

べてのポートに共通です。各ポートは、境界クロックのその他すべてのポートから使用可

能な最善のクロックに基づいて、個々の状態を、マスター（それに接続されている他の

ポートを同期する）またはスレーブ（ダウンストリームポートに同期する）に決定しま

す。同期とマスター/スレーブ階層の確立に関するメッセージは、境界クロックのプロト
コルエンジンで終了し、転送されません。

トランスペアレントクロック

通常のスイッチやルータなどのすべてのPTPメッセージを転送しますが、スイッチでのパ
ケットの滞留時間（パケットがトランスペアレントクロックを通過するために要した時

間）と、場合によってはパケットの入力ポートのリンク遅延を測定します。トランスペア

レントクロックはグランドマスタークロックに同期する必要がないため、ポートの状態

はありません。

次の 2種類のトランスペアレントクロックがあります。

エンドツーエンドトランスペアレントクロック

PTPメッセージの滞留時間を測定し、PTPメッセージまたは関連付けられたフォロー
アップメッセージの修正フィールドの時間を収集します。

ピアツーピアトランスペアレントクロック

PTPメッセージの滞留時間を測定し、各ポートと、リンクを共有する他のノードの同
じように装備されたポートとの間のリンク遅延を計算します。パケットの場合、この

着信リンクの遅延は、PTPメッセージまたは関連付けられたフォローアップメッセー
ジの修正フィールドの滞留時間に追加されます。

PTPは境界クロックモードのみで動作します。シスコでは、スイッチに接続された、同期を必
要とするクロックが含まれるサーバを使用して、グランドマスタークロック（10 MHz）アッ
プストリームを配置することを推奨します。

エンドツーエンドトランスペアレントクロックモードとピアツーピアトランスペアレントク

ロックモードはサポートされません。

（注）

グランドマスタークロック

単一の PTPドメインでは、グランドマスター（GM）ノードは PTPネットワーク全体のプ
ライマリクロックソースとして機能します。GMノードのプライマリソースは、内部
GNSSシステムまたは外部 GNSSシステムのいずれかから取得されます。GMノードは他
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の PTPノードから時間または周波数を同期できません。つまり、GMノードはスレーブ
ポートを持つことができず、すべてのポートはマスターロールとしてのみ機能します。

クロックモード

IEEE 1588規格は、PTPをサポートするデバイスが 1ステップと 2ステップで動作するための
2つのクロックモードを指定しています。

1ステップモード：

1ステップモードでは、クロック同期メッセージに、マスターポートがメッセージを送信した
時刻が含まれます。ASICは、同期メッセージがポートを出るときにタイムスタンプを追加し
ます。1ステップモードで動作するマスターポートは、CiscoNexus9508-FM-Rおよび9504-FM-R
ファブリックモジュールおよびCisco Nexus 9636C-R、9636Q-R、9624D-R2、および 9636C-RX
ラインカードで使用できます。

スレーブポートは、同期メッセージの一部として送信されるタイムスタンプを使用します。

2ステップモード：

2ステップモードでは、同期メッセージがポートを出た時刻は後続のフォローアップメッセー
ジで送信されます。これは、デフォルトのモードです。

PTPプロセス
PTPプロセスは、マスター/スレーブ階層の確立とクロックの同期の2つのフェーズで構成され
ます。

PTPドメイン内では、オーディナリクロックまたは境界クロックの各ポートが、次のプロセス
に従ってステートを決定します。

•受信したすべての（マスターステートのポートによって発行された）アナウンスメッセー
ジの内容を検査します

•外部マスターのデータセット（アナウンスメッセージ内）とローカルクロックで、優先
順位、クロッククラス、精度などを比較します

•自身のステートがマスターまたはスレーブのいずれであるかを決定します

オーディナリクロックと境界クロックは、Sync、Delay_Req、Follow_Up、Delay_Respイベン
トメッセージを使用してタイミング情報を生成し、伝えます。

これらのメッセージは、次のシーケンスで送信されます。

1. マスターが、スレーブに Syncメッセージを送信し、それが送信された時刻（t1）を記録し
ます。1ステップSyncメッセージの場合、メッセージはマスターから送り出された時刻を
示します。2ステップメッセージの場合、この時刻は、後続の Follow-Upイベントメッ
セージで送信されます。

2. スレーブは、Syncメッセージを受信し、受信した時刻 （t2）を記録します。
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3. マスターはスレーブに対し、タイムスタンプ t1を、Follow_Upイベントメッセージに埋
め込むことにより送信します。

4. スレーブはマスターに対し、Delay_Reqメッセージを送信し、送信した時刻 t3 を記録し

ます。

5. マスターは Delay_Reqメッセージを受信し、受信した時刻、t4を記録します。

6. マスターはスレーブに対し、タイムスタンプ t4を、Delay_Respメッセージに埋め込むこ
とによって送信します。

7. このシーケンスの後、スレーブは 4つすべてのタイムスタンプを所有します。これらのタ
イムスタンプを使用して、マスターに対するスレーブクロックのオフセットと、2つのク
ロック間のメッセージの平均伝達時間を計算できます。

次の図は、タイミング情報を生成して通信する PTPプロセスのイベントメッセージを示
しています。

図 1 : PTPプロセス

PTPの ITU-T電気通信プロファイル
Cisco NX-OSソフトウェアは、ITU-T勧告の定義に従って、PTPの ITU-T電気通信プロファイ
ルをサポートしています。プロファイルは、特定のアプリケーションにのみ適用可能なPTP設
定オプションで構成されます。

IEEE1588-2008標準に基づいてPTPを異なるシナリオに組み込むために、個別のプロファイル
を定義することができます。電気通信プロファイルは、IEEE1588-2008標準で定義されている
デフォルトの動作とはいくつかの点で異なります。主要な相違点については、以降の項で説明

します。
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次の項では、PTPでサポートされている ITU-T電気通信プロファイルについて説明します。

Telecom Profile G.8275.1

シスコの Telecom Profile G.8275.1機能は、ITU-T G.8275.1をサポートします。これは、ネット

ワーク標準からの完全なタイミングサポートによる、フェーズ/時間同期用の高精度時間プロ
トコル Telecomプロファイルです。G.8275.1プロファイルは、PTPプロトコルに参加している
すべてのネットワークデバイスとの電気通信ネットワークにおける時刻およびフェーズの同期

要件を満たしています。SyncEを使用したG.8275.1プロファイルは、時刻およびフェーズの同
期の周波数安定性を向上させます。

G.8275.1プロファイルの特徴は次のとおりです。

•同期モデル：G.8275.1プロファイルは、ホップバイホップ同期モデルを採用しています。
マスターからスレーブへのパス内の各ネットワークデバイスは、ローカルクロックをアッ

プストリームデバイスに同期させ、ダウンストリームデバイスに同期を提供します。

•クロック選択：G.8275.1プロファイルでは、同期用のクロックを選択する代替 BMCAも
定義され、ネットワーク内のすべてのデバイスのローカルポートのポート状態が定義され

ています。BMCAの一部として定義されているパラメータは次のとおりです。

•クロッククラス

•クロック精度

•オフセット調整されたログのバリアンス

•優先順位 2

•ローカル優先度

•クロック ID

•削除されるステップ

•ポート ID

•ポート状態の決定：ポート状態は、代替 BMCAに基づいて選択されます。

•代替 BMCA：推奨で定義されている代替 BMCAデータセット比較アルゴリズムに従いま
す。ITU-T G.8275.1/Y.1369.1：ノードの GMを選択します。

•パケットレート：アナウンスパケットの公称パケットレートは、Sync/Follow-Upおよび
Delay-Request/Delay-Responseパケットの場合、それぞれ毎秒 8パケットおよび毎秒 16パ
ケットです。

•転送メカニズム：G.8275.1プロファイルは、イーサネット PTP転送メカニズムのみをサ
ポートします。

•モード：G.8275.1プロファイルは、マルチキャストモードでのみデータパケットの転送
をサポートします。転送は、転送可能または転送不可能なマルチキャストMACアドレス
に基づいて行われます。
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•クロックタイプ：G.8275.1プロファイルは、次のクロックタイプをサポートしています。

• Telecom Grandmaster（T-GM）：他のネットワークデバイスにタイミングを提供し、
ローカルクロックを他のネットワークデバイスと同期させません。

• TelecomTime Slave Clock（T-TSC）：スレーブクロックは、ローカルクロックを別の
PTPクロックに同期させますが、他のネットワークデバイスには PTP同期を提供し
ません。

• Telecom Boundary Clock（T-BC）は、ローカルクロックを T-GMまたはアップスト
リーム T-BCクロックに同期させ、タイミング情報をダウンストリーム T-BCまたは
T-TSCクロックに提供します。

TelecomBoundary Clock（T-BC）は、CiscoNX-OSRelease 9.3（5）
でサポートされている唯一のクロックタイプです。

（注）

•ドメイン番号：G.8275.1プロファイルネットワークで使用できるドメイン番号は 24～ 43
です。デフォルトのドメイン番号は 24です。

Telecom Profile G.8275.2

シスコの Telecom Profile G.8275.2機能は、ITU-T G.8275.2をサポートします。これは、ネット

ワーク標準からの完全なタイミングサポートによる、フェーズ/時間同期用の高精度時間プロ
トコル Telecomプロファイルです。G.8275.2は、フェーズまたは時刻の同期が必要な電気通信
ネットワークで使用するための PTPプロファイルです。ネットワーク内の各デバイスが PTP
プロトコルに参加する必要はないという点で、G.8275.1とは異なります。また、G.8275.2は、
ユニキャストモードで IPv4および IPv6経由の PTPを使用します。

G.8275.2プロファイルは、ネットワークからの部分的なタイミングサポートに基づいていま
す。したがって、G.8275.2を使用するノードは直接接続する必要はありません。G.8275.2プロ
ファイルは、時間とフェーズの正確な同期を必要とするモバイルセルラーシステムで使用さ

れます。たとえば、第 4世代（4G）の移動体通信技術で使用されます。

LTE-TDD、LTE-A CoMP、LTE MBSFN、ロケーションベースのサービスなどの今後のテクノ
ロジーでは、eNodeB（基地局デバイス）はフェーズと時間で正確に同期する必要があります。
各ノードに GNSSシステムを配置すると、コストがかかるだけでなく、脆弱性も生じます。
G.8275.2プロファイルは、これらの新しいテクノロジーの同期要件を満たしています。

PTPポート

ポートは、そのロールをダイナミックに変更するように構成できます。ポートにロールが割り

当てられていない場合は、BMCAに基づいてプライマリ、パッシブ、または下位のロールをダ
イナミックに担当できます。

G.8275.2では、PTPポートは特定の物理インターフェイスに関連付けられておらず、ループ
バック（仮想）インターフェイスに関連付けられています。PTPポートからのトラフィック
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は、ルーティングの決定に基づいて任意の物理インターフェイスを介してルーティングされま

す。ダイナミックポートの場合、構成できるクロックソースは 1つだけです。

代替 BPCA

G.8275.2の BPCA（ベストプライマリクロックアルゴリズム。ベストマスタークロックア
ルゴリズム（BMCA[RFC7273]）とも呼ばれる）の導入は、デフォルトのPTPプロファイルの
導入とは異なります。G.8275.2の導入は、代替ベストプライマリクロックアルゴリズム
（ABPCA）を指定します。ABPCAは、各デバイスが同期するクロックを選択し、ローカル
ポートのポート状態を決定するために使用されます。

BPCAの G.8275.2実装には、次の考慮事項が適用されます。

• PrimaryOnly：ポートごとの属性。PrimaryOnlyはポートの状態を定義します。この属性が
trueの場合、ポートは従属状態になりません。

•プライオリティ 1：プライオリティ 1は、このプロファイルでは常に静的であり、128に
設定されます。プライオリティ 1は BPCAでは使用されません。

•プライオリティ 2：プライオリティ 2は構成可能な値で、その範囲は 0～ 255です。

•ローカルプライオリティ：ローカルプライオリティは、指定されたクロックにプライオ
リティを設定するために、クロックポートでローカルに構成されます。デフォルト値は

18、有効値の範囲は 1～ 255です。

G.8275.2プロファイルの使用に関する制約事項

• G.8275.2プロファイルでは、PTPはnoneモード（デフォルト）でのみサポートされます。

• G.8275.2 PTPクロックには、（複数の PTPポートを介して）冗長クロックソースを構成
できます。ただし、G.8275.2 PTPクロックは、BMCAによって選択された 1つのクロック
ソースにのみ同期します。

• G.8275.2には、クロックのパフォーマンス分析およびネットワーク制限に関する推奨事項
はありません。

PTPのハイアベイラビリティ
PTPのステートフルリスタートはサポートされません。リブート後またはスーパーバイザス
イッチオーバー後に、実行コンフィギュレーションが適用されます。ハイアベイラビリティの

詳細については、『Cisco Nexus 9000シリーズ NX-OSハイアベイラビリティおよび冗長性ガ
イド』を参照してください。
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PTPの注意事項および制約事項

スケールの情報については、リリース特定の『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Verified Scalability
Guide』を参照してください。

（注）

PTP用 Cisco Nexus 9000シリーズスイッチの注意事項と制約事項は次のとおりです。

• PTPが正常に機能するには、最新の SUPおよびラインカードの FPGAバージョンを使用
する必要があります。FPGAのアップグレードについては、リリースノートのランディン
グページにアクセスし、「FPGA / EPLDアップグレードリリースノート（NX-OSモードス
イッチ）」セクションに移動して、ご使用のソフトウェアバージョンのFPGA / EPLDアッ
プグレードリリースノートを参照してください。https://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/
nexus-9000-series-switches/products-release-notes-list.html「インストールガイドライン」のト
ピックを参照してください。

• CiscoNX-OSリリース9.3(3)以降では、PTPはCiscoNexus 93360YC-FX2および93216TC-FX2
スイッチでサポートされています。

• CiscoNX-OSリリース 9.3(5)から、N9K-C93180YC-FX3Sプラットフォームスイッチでは、
PTP G.8275.1 Telecomプロファイルがサポートされています。

• Cisco NX-OSリリース 9.3(5)から、 N9K-C93180YC-FX3Pプラットフォームスイッチで
は、PTPがサポートされています。ただし、syncEはサポートされていません。

• CiscoNX-OSリリース 9.3(7)から、N9K-C93180YC-FX3Sプラットフォームスイッチでは、
PTP G.8275.1 Telecomプロファイルがサポートされています。

• Cisco NX-OSリリース 10.2(1)F以降では、PTPプロファイル 8275-1で ing-sup（入力スー
パーバイザ TCAMリージョンのサイズ）を 768に明示的にカービングする必要はありま
せん。

• PTPv1転送と機能 VMCT1を同時に有効にすることはサポートされていません。

• PTPテレコムプロファイルには次の注意事項と制約事項があります。

• PTPテレコムプロファイルは、Cisco Nexus 93180YC-FX3Sスイッチと
N9K-C93180YC-FX3スイッチでのみサポートされます。

•デフォルトでは、毎秒 1パルス（1PPS）の出力が有効になっています。UTC/SMB
ポートは出力モード です。1PPS出力はサポートされていないことに注意してくださ
い。

• 25G以上のポート速度では、PTPクラス Bのみがサポートされます。

• Telecom Boundary Clock（T-BC）のみがサポートされます。
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•シスコの Telecom Profile G.8273.2機能は、ITU-T G.8273.2：通信境界クロックおよび

通信時間スレーブクロックのタイミング特性標準に準拠しています。ただし、1 PPS
出力が PTPと整合していないことを除きます。

時刻および PTP GMは、Cisco NX-OSリリース 9.3(5)ではサポー
トされていません。

（注）

• CiscoNX-OSリリース 10.4(3)F以降、MACsec上のPTPテレコムプロファイルはCisco
Nexus 9300-H2R/H1プラットフォームスイッチでサポートされます。

• Cisco NX-OSリリース 9.3(5)以降、PTPは Cisco Nexus 9300-GXプラットフォームスイッ
チでサポートされます。

• CiscoNX-OSリリース9.3(5)以降、PTPコマンドのCLI動作は次のように変更されました。

•ほとんどの PTPコマンドは、同じコマンドを再度適用してもエラーを返しません。

•ほとんどのPTPコマンドは、「no」コマンドとして入力されたパラメータを検証しま
せん。たとえば、現在設定されているコマンドが「ptp sync interval -3」の場合、「no
ptp sync interval -1」はその否定として受け入れられます。

• PTPはネットワークごとに 1つのドメインに制限されます。

•ユーザデータグラムプロトコル（UDP）上の PTP転送がサポートされます。 PTP over
Ethernetは、Nexus 9300-FX3プラットフォームスイッチでのみサポートされています。

• PTPはマルチキャスト通信をサポートします。PTPはユニキャスト通信もサポートしてい
ますが、ユニキャストモードはオプションです。

• PTPは境界クロックモードをサポートします。エンドツーエンドトランスペアレントク
ロックモードとピアツーピアトランスペアレントクロックモードはサポートされませ

ん。

• PTPはポートチャネルメンバーポートで有効にできます。

•スレーブポートから受信したすべての管理メッセージは、すべてのPTP対応ポートに転送
されます。スレーブポートから受信した管理メッセージは処理されません。

• PTPは、CiscoNexus92348GC-Xプラットフォームスイッチではサポートされていません。

•タイムスタンプタギング（TTAG）は、次のプラットフォームスイッチでサポートされて
います。

• Cisco Nexus 9200プラットフォームスイッチ：Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I6(1)以降

• Cisco Nexus 9364C：Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I7(2)以降

• Cisco Nexus 9332C：Cisco NX-OSリリース 9.2(3)以降
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• Cisco Nexus 9300-EXプラットフォームスイッチ：Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I6(1)以
降

• Cisco Nexus 9300-FXプラットフォームスイッチ：Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I7(3)以
降

• Cisco Nexus 9300-FX2プラットフォームスイッチ：Cisco NX-OSリリース 9.3(3)以降

• Cisco Nexus 9300-FX3および -GXプラットフォームスイッチ：Cisco NX-OSリリース
9.3(5)以降

• -EX/-FXラインカード搭載の Cisco Nexus 9500プラットフォームスイッチ

• RACLを使用して PTP制御パケットを照合するには、L3インターフェイスで PIMを有効
にします。

• Cisco Nexus 9000シリーズスイッチに PTPを設定する場合は、clock protocol ptp vdc 1コマ
ンドを使用して、PTPを使用するようにクロックプロトコルを設定します。

• PTPは、100G 9408PCラインカードおよび 100GM4PC汎用拡張モジュール（GEM）を除
き、すべての Cisco Nexus 9000シリーズおよび 3164Qハードウェアでは利用できません。

• Cisco NX-OSリリース 9.3(3)以降、Cisco Nexus 9504-FM-Rプラットフォームスイッチで
は PTPが利用できます。

• PTP correction-range、PTP correction-range logging、および PTPmean-path-delayコマンドは、
Cisco Nexus 9508-Rラインカードでサポートされます。

• Cisco Nexus 31108PC-Vおよび 31108TC-Vスイッチの場合、100 Gの速度で動作するポート
では PTPはサポートされません。

• Cisco Nexus 9000シリーズスイッチでは、マスター PTPポートで操作の混合非ネゴシエー
トモードがサポートされます。つまり、スレーブクライアントがユニキャスト遅延要求

PTPパケットを送信すると、Cisco Nexus 9000はユニキャスト遅延応答パケットで応答す
ることを意味します。また、スレーブクライアントがマルチキャスト遅延要求PTPパケッ
トを送信すると、Cisco Nexus 9000はマルチキャスト遅延応答パケットで応答します。混
合非ネゴシエートモードが機能するには、BCデバイスの ptp送信元 IPアドレス設定で使
用される送信元 IPアドレスが、BCデバイスの物理または論理インターフェイスでも設定
されている必要があります。推奨されるベストプラクティスは、デバイスのループバック

インターフェイスを使用することです。

• Cisco NX-OSリリース9.2(1)以降では、Cisco Nexus 9732C-EX、9736C-EX、および
97160YC-EXラインカードが PTPオフロードをサポートしています。

• Cisco NX-OSリリース 9.3(1)からリリース 7.0(3)I7にダウングレードする際には、その前
に、PTPオフロードを設定解除する必要があります。Cisco NX-OSリリース7.0(3)I7の場
合、PTPオフロードは、9636PQ、9564PX、9464PX、および 9536PQラインカード上の
Cisco Nexus 9000プラットフォームスイッチではサポートされません。
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• Cisco Nexus 93108TC-EXおよび 93180YC-EXスイッチは、混合モードおよびユニキャスト
モードでの PTPをサポートします。Cisco Nexus 9396スイッチは PTP混合モードをサポー
トします。

•同期間隔 -3での PTPは、Cisco Nexus 9508-Rファミリラインカードでのみサポートされ
ます。より高い同期間隔はサポートされません。

• PTPユニキャストはデフォルトの VRFでのみサポートされます（PTPユニキャストはオ
フロードモードではサポートされません）。

• PTPは、ステートフル高可用性ではサポートされません。

• PTPは、管理インターフェイスではサポートされません。

• PTPは、PTPメッセージを配信するための混合モードをサポートします。これは、接続さ
れたクライアントから受信した遅延要求メッセージのタイプに基づいて Cisco Nexusデバ
イスが自動的に検出するものなので、設定は不要です。

•ワンステップ PTPは、Cisco Nexus 9000-Rシリーズプラットフォームスイッチでのみサ
ポートされます。

• PTPは、FEXインターフェイスではサポートされません。

• PTP対応ポートは、ポート上で PTPをイネーブルにしない場合、PTPパケットを識別せ
ず、これらのパケットにタイムスタンプを適用したり、パケットをリダイレクトしたりし

ません。

• 9636C-R、9636C-RX、または 9636Q-Rラインカードを搭載した Cisco Nexus 9504および
9508プラットフォームスイッチでは、マスターポートはワンステップモードで動作できま
す。

• PTPワンステップモードは、9636C-R、9636C-RX、9624D-R2、または 9636Q-Rライン
カードを搭載した Cisco Nexus 9504および 9508プラットフォームスイッチの PTPオフ
ロードモードでのみサポートされます。CiscoNX-OSリリース9.3(3)以降では、ワンステッ
プモードが設定されると、PTPオフロードが自動的に有効になります。

• PTPが有効になっているトポロジで、GrandMasterデバイスにプロファイルが設定され、
冗長 GrandMasterがネットワークに展開されている場合、GrandMasterのプロファイルを
変更するには、最初にスイッチへの GrandMasterに設定されているポートをシャットダウ
ンし、プロファイルを変更してから、ポートを再度有効にする必要があります。例えば、

AES7プロファイルから SMPTEプロファイルに、またはその逆の移動です。

•各ポートは、サポートされている任意の PTPプロファイルを使用して個別に構成できま
す。異なるPTPプロファイルは、インターフェイス上で共存できます。デフォルトの1588
とSMPTE-2059-2またはAES67プロファイルの組み合わせがサポートされています。ただ
し、SMPTE-2059-2とAES67プロファイルの組み合わせは、同じインターフェイスではサ
ポートされていません。

• PTPは N9K-C92348GC-Xスイッチではサポートされていません。
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• Cisco NX-OSリリース 10.1(2)以降、PTP (IEEE 1588)は、C9504-FM-Gおよび
N9K-C9508-FM-Gファブリックモジュールと共に使用される N9K-C9700-GXラインカー
ド、および N9K-C9700-EXおよび N9K-C9700-FXラインカードでサポートされます。

• Cisco NX-OSリリース10.1(2)以降では、N9K-X9624D-R2ラインカードで PTPがサポート
されます。

• CiscoNX-OSリリース 10.2(1q)F以降、PTPはN9K-C9332D-GX2Bプラットフォームスイッ
チでサポートされます。ただし、PTPは1/33および1/34ポートではサポートされません。

• Cisco NX-OSリリース 10.2(1)以降、PTP IPv6トランスポートは N9K-C93180YC-FX3Sプ
ラットフォームでサポートされます。

• QoS TCAMリージョンの入力 SUP [ingress-sup]は、動作するために PTP IPv6トランスポー
トで 768以上に設定する必要があります。

• Cisco NX-OSリリース 10.2(1)F以降、ユニキャストネゴシエーションは、
N9K-C93180YC-FX3Sプラットフォームのデフォルトプロファイルで IPv4および IPv6ア
ドレスに対してサポートされます。

•プラットフォームスイッチはクラス Bでのみサポートされ、クラス Cのサポートを満た
しません。

• 8275.2にはCLIプロファイルコマンドはありません。これは、APTSがサポートされてい
る場合にのみ追加されます。このリリースの機能は、デフォルトモードでのみ動作しま

す。

• CiscoNX-OSリリース 10.2(2)F以降では、PTP IPv6UDPトランスポート機能がCiscoNexus
9300-FX、9300-FX2、9300-GX、および 9300-GX2プラットフォームスイッチでサポート
されます。

• Cisco NX-OSリリース 10.2(2)F以降では、PTPユニキャストネゴシエーション機能もま
た、CiscoNexus9300-EX、9300-FX、9300-FX2、9300-GX、および9300-GX2プラットフォー
ムスイッチでもサポートされます。

• Cisco NX-OSリリース 10.2(2)F以降では、1Gポートのジッター修正を使用した PTP機能
が Cisco N9K-C93108TC-FX3Pプラットフォームスイッチでサポートされています。

• CiscoNX-OSリリース10.2(2)F以降では、PTPv1およびv2共存機能がCiscoNexus 9300-GX、
9300-GX2、および 9300-GX3プラットフォームスイッチでサポートされます。

• CiscoNX-OSリリース10.2(3)F以降、PTPは次のプラットフォームの次のポートではサポー
トされていません。

• N9K-C9364D-GX2A：PTPは 1/65および 1/66ポートではサポートされていません

• N9K-C9348D-GX2A：PTPは 1/49および 1/50ポートではサポートされていません

• Cisco NX-OSリリース 10.2(3)F以降、スイッチあたり最大 2000のセカンダリデバイスの
PTPサポート機能により、スイッチごとに 2000のマルチキャストセカンダリデバイスに
より、ポートあたり最大 100のマルチキャストセカンダリデバイスをサポートするオプ
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ションが提供され、システム全体で最大 100のマルチキャストセカンダリデバイスがサ
ポートされます。この機能は、すべての Cisco Nexus 9000-FX2および 9000-FX3プラット
フォームスイッチでサポートされています。

• Cisco NX-OSリリース 10.4(3)F、以降では、IPv6マルチキャスト構成を介した PTPの送受
信範囲がサポートされています。

• Cisco NX-OSリリース 10.3(1)F以降、PTPメディアプロファイルとワンステップモード
はCisco Nexus 9808プラットフォームスイッチでサポートされます。このプラットフォー
ムスイッチに関するいくつかの注意事項と制約事項を次に示します。

• IPv4トランスポートのみがサポートされています

• 1ステップのマルチキャスト PTPのみがサポートされます

•ユニキャストやユニキャストネゴシエーションなどの他の PTP機能はサポートされ
ていません。

• CiscoNX-OSリリース 10.3(2)F以降、メディアプロファイル上のPTPは、CiscoNexus 9408
プラットフォームスイッチでサポートされています。このプラットフォームスイッチに

関するいくつかの注意事項と制約事項を次に示します。

• 1ステップのマルチキャスト PTPのみがサポートされます。

•ユニキャストやユニキャストネゴシエーションなどの他の PTP機能はサポートされ
ていません。

• Cisco NX-OSリリース 10.3(2)F以降、PTP GM機能は Cisco Nexus N9K-C93180YC-FX3プ
ラットフォームスイッチでサポートされます。

• CiscoNX-OSリリース 10.2(3)F以降、アンカーDRはCiscoNexus 9300-FX3プラットフォー
ムスイッチでサポートされます。次の注意事項および制約事項が適用されます。

•この機能により、ITU-T高精度時間プロトコル（PTP）プロファイルを使用し、ネッ
トワークからの部分的なタイミングサポート（ユニキャストモード）によって、

フェーズ/時間配信を行うことができます。

• APTSがサポートされているため、G.8275.2のコマンドが追加されました。

•この機能は、複数のユニキャストフォロワーもサポートします。ユニキャストフォ
ロワーのうち、1つはアクティブユニキャストフォロワーとして選択され、残りの設
定済みユニキャストフォロワーはパッシブとして機能します。

•このリリース以降、ユニキャストポートを使用したダイナミックロールがサポートさ
れています。

•ダイナミック PTPユニキャストポートの場合、ユニキャストネゴシエーション機能
を有効にする必要があります。

• Cisco NX-OSリリース 10.4(1)F以降、高精度時間プロトコル（PTP）は Cisco Nexus
C9348GC-FX3PHスイッチではサポートされていません。
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• Cisco NX-OSリリース 10.4（2）F以降、デフォルト PTPは Cisco Nexus C93108TC-FX3ス
イッチではサポートされています。

• Cisco NX-OSリリース 10.4(1)F以降、高精度時間プロトコル（PTP）は Cisco Nexus
C9348GC-FX3スイッチでサポートされています。

PTPインターフェイス全体で PTP状態が安定するように、COPP
制限を増やします。構成の詳細については『Cisco Nexus 9000シ

リーズNX-OSセキュリティ構成ガイド』の「CoPP lっ構成例」の
項を参照してください。

（注）

• Cisco NX-OSリリース 10.4(1)F以降、1G PTPでのASICベースのタイムスタンプ処理に対
応したポートが、N9K-C931806C-FX3とN9K-C93108TC-FX3Pプラットフォームスイッチ
でサポートされています。したがって、1Gポートと 10Gポートの両方が ASICモードで
動作できるようになりました。ただし、すべての1GポートがPHYモード（デフォルト）
またはASICモードである必要があります。この機能を有効にするために、グローバルコ
マンドが導入されました。

• Cisco NX-OSリリース 10.4(1)F以降、G.8275.1 Telecomプロファイル機能の PTPクラス C
サポートは、Cisco Nexus 9408および N9K-C9332D-H2Rプラットフォームスイッチでサ
ポートされます。このプラットフォームスイッチに関するいくつかの注意事項と制約事項

を次に示します。

•プラットフォームスイッチは、クラス Cサポートを提供します。

•ワンステップモードのみがサポートされます

•イーサネットトランスポートがサポートされています

•システムでクラス Cレベルの修正が行われるまでに最大 30分かかる場合があります

• G.8275.1 Telecomプロファイルは、次を除きサポートされます。

• Telecomトランスペアレントクロック（T-TC）

• Telecomグランドマスター（T-GM）

• Cisco NX-OSリリース 10.4(1)F以降、PTP v1パケット転送機能は、Cisco Nexus N9K-C9408
および N9K-C9332D-H2Rプラットフォームスイッチでサポートされます。

• CiscoNX-OSリリース10.4(1)F以降、メディアプロファイル上のPTPは、N9K-C9332D-H2R
プラットフォームスイッチでサポートされています。このプラットフォームスイッチに

関するいくつかの注意事項と制約事項を次に示します。

• 1ステップのマルチキャスト PTPのみがサポートされています。

•ユニキャストはサポートされていません。

• PTPはインターフェイス Ethernet 1/33および Ethernet 1/34ではサポートされません。

PTPの設定
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• Cisco NX-OSリリース 10.4(1)F以降、PTPは次のスイッチおよびラインカードでサポート
されています。

• Cisco Nexus 9804スイッチには、次の注意事項と制限事項が適用されます。

• IPv4トランスポートのみがサポートされています。

•メディアプロファイルのみがサポートされています。

•サポートされているクロック分散モードのみが 1ステップです。2ステップモー
ドはサポートされません。

•ユニキャストやユニキャストネゴシエーションなどの他の PTP機能はサポート
されていません。

• Cisco Nexus X98900CD-Aおよび X9836DM-Aラインカードと Cisco Nexus 9808および
9804スイッチ

• CiscoNX-OSリリース 10.4(2)F以降、PTPクラスCはN9K-C93400LD-H1スイッチでサポー
トされるようになりました。このプラットフォームスイッチに関する注意事項と制約事項

を次に示します。

•ワンステップモードのみがサポートされます。

•システムでクラスCレベルの修正が行われるまでに最大30分かかる場合があります。

• G.8275.1と G.8275.2の両方のテレコムプロファイルがサポートされていますが、テ
レコム境界クロック（T-BC）モードのみがサポートされています。

• Cisco NX-OSリリース 10.4(2)F以降、8275.2 PTPプロファイルは Cisco Nexus 9300-FX3、
9332D-H2R、93400LD-H1、および9408プラットフォームスイッチでサポートされていま
す。注意事項および制約事項は次のとおりです。

•ユニキャストネゴシエーションをサポート（単純なユニキャストはサポートされませ
ん）

•ダイナミックユニキャストポートのデフォルトロールはダイナミックです。ネゴシ
エーションは、状態遷移によってトリガーされます。構成できるPTPピアは1つだけ
です。

•ロールがダイナミックの場合に ptpピアを構成する新しいコマンド、ptp peer
<ipv4>/<ipv6>が導入されました。

• DMEの詳細については、Cisco Nexus NX-APIリファレンスを参照してください。

• Cisco NX-OSリリース 10.4(3)F以降、次の PTPプロファイルが Cisco Nexus 9364C-H1ス
イッチでサポートされています。

•デフォルトのプロファイル

•メディアプロファイル（AES67および SMPTE 2059-2）

PTPの設定
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• PTPテレコムプロファイル（8275-2のみ）

• Cisco NX-OSリリース 10.4(3)F以降では、PTP over IPv6マルチキャスト構成の送受信範囲
を設定するために、新しいグローバルコマンドとインターフェイスコマンドが導入され

ています。デバイスを 10.4(3)F以降にアップグレードする場合、NX-OSを実行している
ピアデバイスも 10.4(3)F以降にアップグレードして、PTP over IPv6マルチキャストをを機
能させる必要があります。

アップグレードされていないデバイスがある場合は、回避策とし

て 10.4(3)Fにアップグレードされたデバイスで CLI test system
internal ptp ipv6-mcast-ipv4-dmac int-nameを構成します。

（注）

• Cisco NX-OSリリース 10.5（1）F以降では、次の属性が PTP高補正通知に追加されていま
す。

• lastHighCorrectionMPD

• maxHighCorrectionTime

• maxHighCorrectionValue

• maxHighCorrectionMPD

• Cisco NX-OSリリース 10.5(1)F以降では、PTP時間分配（TD）保留機能が導入されていま
す。この機能により、境界クロックノードがプライマリの時間送信元にロックされ、ター

ゲット補正値に落ち着くまで、時間分配を保留できます。

PTPのデフォルト設定
次の表に、PTPパラメータのデフォルト設定を示します。

表 1 :デフォルトの PTPパラメータ

デフォルトパラメータ

ディセーブルPTP

2PTPバージョン

0PTPドメイン

255クロックをアドバタイズする場合、PTPプラ
イオリティ 1値

255クロックをアドバタイズする場合、PTPプラ
イオリティ 2値

PTPの設定
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デフォルトパラメータ

1ログ秒PTPアナウンス間隔

3アナウンス間隔PTPアナウンスタイムアウト

• 0ログ秒

• Cisco Nexus 3232C、3264Q、および 9500
プラットフォームスイッチの場合、-1ロ
グ秒

PTP遅延要求間隔

• – 2ログ秒

• Cisco Nexus 3232C、3264Q、および 9500
プラットフォームスイッチでは -3ログ秒

PTP同期間隔

gPTPはデフォルトのVLAN1だけをサポート
し、他のユーザ設定VLANはサポートしませ
ん。

PTP VLAN

PTPの設定

PTPのグローバルな設定
デバイスでPTPをグローバルにイネーブルまたはディセーブルにできます。また、ネットワー
ク内のどのクロックがグランドマスターとして選択される優先順位が最も高いかを判別するた

めに、さまざまな PTPクロックパラメータを構成できます。

PTPが正常に機能するには、最新の SUPおよび LC FPGAバージョンを使用する必要がありま
す。FPGAのアップグレードについては、リリースノートのランディングページにアクセスし、
「FPGA / EPLDアップグレードリリースノート（NX-OSモードスイッチ）」セクションに移動
して、ご使用のソフトウェアバージョンのFPGA / EPLDアップグレードリリースノートを参照
してください。https://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/nexus-9000-series-switches/
products-release-notes-list.html「インストールガイドライン」のトピックを参照してください。

（注）

1ステップモードまたは 2ステップモードに関係なく、PTPプロトコルによって更新される
ローカルクロックのクロックプロトコル PTP vdc1を常に設定する必要があります。設定は、
show running-config clock_managerコマンドを使用して確認できます。

（注）

PTPの設定
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手順の概要

1. configure terminal
2. [no] feature ptp

3. （任意） [no] ptp scale-on-1G
4. [no] ptp device-type [generalized-ptp |boundary-clock |ordinary-clock-grandmaster]
5. [no] ptp source {<ipv4 address> | <ipv6 address>} [ vrf <vrf-name>]
6. （任意） [no] ptp domain number

7. （任意） [no] ptp offload

8. （任意） [no] ptp clock-operation one-step

9. （任意） [no] ptp priority1 value

10. （任意） [no] ptp priority2 value

11. [ no ] ptp management

12. （任意） [no] ptp delay tolerance { mean-path | reverse-path } variation

13. （任意） ptp forward-version1

14. （任意） ptp unicast-negotiation

15. （任意） ptp ipv6 multicast scope tx <scope>

16. （任意） ptp ipv6 multicast scope rx <scope>

17. （任意） [no] ptp time distribution-hold [correction-threshold <corr_limit>] [delay-threshold
<max_delay_time>]

18. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

デバイス上で PTPをイネーブルまたはディセーブ
ルにします。

[no] feature ptp

例：

ステップ 2

（注）switch(config)# feature ptp

スイッチの PTPをイネーブルにしても、各イン
ターフェイスの PTPはイネーブルになりません。

dot1x（feature dot1x）または NVオーバーレイ
（feature nv overlay）のいずれかの機能のみが設
定されていることを確認します。これらの機能が

設定されると、ダイナミック ifaclラベルが予約さ
れます。ただし、使用可能なダイナミック ifaclラ
ベルビットは 2つだけです。これらの機能の両方

PTPの設定
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目的コマンドまたはアクション

がすでに設定されている場合、ダイナミック ifacl
ラベルは PTPで使用できず、機能を有効にするこ
とはできません。

1Gポートの ASICでタイムスタンプをイネーブル
にします（デフォルトでは、PHYモードはイネー
ブルです）。

（任意） [no] ptp scale-on-1G

例：

switch(config)# ptp scale-on-1G

ステップ 3

（注）

グローバル CLI（ptp scale-on-1G）を有効または無
効にする前に、各 1Gインターフェイスで PTPを
無効にしてください。そうでない場合、ロールバッ

ク構成と構成の置換の両方が失敗します。これは、

PHYベースのタイムスタンプを ASICベースのタ
イムスタンプに移行する場合とその逆の両方に必

要です。グローバル CLIは N9K-C93108TC-FX3P
にのみ適用されます。

デバイスタイプをgPTPまたは境界クロックあるい
は通常のクロックグランドマスターとして設定し

ます。

[no] ptp device-type [generalized-ptp |boundary-clock
|ordinary-clock-grandmaster]

例：

ステップ 4

（注）switch(config)# ptp device-type generalized-ptp

この generalized-ptpオプションは、Cisco NX-OS
リリース 7.0(3)PTP0(15)以降の -Rシリーズライン
カード。

（注）

CiscoNX-OSリリース 10.3(2)F以降、通常のクロッ
クグランドマスターは、Cisco Nexus
N9K-C93180YC-FX3プラットフォームスイッチで
のみ使用できます。詳細については、PTP GMの
構成（25ページ）を参照してください。

マルチキャスト PTPモードのすべての PTPパケッ
トに、送信元 IPv4/IPv6アドレスを設定します。

[no] ptp source {<ipv4 address> | <ipv6 address>} [
vrf <vrf-name>]

例：

ステップ 5

IPアドレスがデフォルト以外の VRFにある場合
は、vrfパラメータを使用してVRFを構成します。switch(config)# ptp source 10.10.10.1

インターフェイスで PTP IPv4/IPv6トランスポート
を有効にする前に、対応するソースアドレス

（IPv4/IPv6）が必要です。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

IPv6ソースは、10.2(1)Fリリース以降のCiscoNexus
93180TC-FX3Sスイッチでサポートされます。Cisco
NX-OS Release 10.2(2)F以降では、このオプション
は、Cisco Nexus 9300-FX、9300-FX2、9300-GX、
および 9300-GX2プラットフォームスイッチでも
使用できます。

このクロックで使用するドメイン番号を構成しま

す。PTPドメインを使用すると、1つのネットワー
（任意） [no] ptp domain number

例：

ステップ 6

ク上で、複数の独立した PTPクロッキングサブド
メインを使用できます。

switch(config)# ptp domain 1

指定できる数の範囲は 0～ 127です。

一部のタイマーをラインカードにオフロードする

ことで、PTPセッションの数を増やします。
（任意） [no] ptp offload

例：

ステップ 7

この手順は、1ステップモードでは必須であり、2
ステップモードではオプションです。

switch(config)# ptp offload

（注）

dot1x（feature dot1x）とNVオーバーレイ（feature
nv overlay）のどちらの機能も設定されていないこ
とを確認します。これらの機能が設定されると、

ダイナミック ifaclラベルが予約されます。ただ
し、使用可能なダイナミック ifaclラベルビットは
2つだけです。これらの機能のいずれかがすでに
設定されている場合、ダイナミックifaclラベルは
PTPオフロードに使用できず、機能を有効にする
ことはできません。PTP（feature ptp）は 1つの
ifaclラベルを消費することに注意してください。

（注）

Cisco NX-OSリリース 9.3(3)以降、9636C-R、
9636C-RX、または 9636Q-Rラインカードを搭載
した Cisco Nexus 9504および 9508プラットフォー
ムスイッチは、1ステップのクロック動作でのみ
オフロードをサポートします。PTPオフロードは、
ワンステップクロック動作が有効または無効にな

ると、自動的に有効または無効になります。

PTPクロック動作を 1ステップモードに設定しま
す。この場合、タイムスタンプメッセージは同期

（任意） [no] ptp clock-operation one-step

例：

ステップ 8

メッセージの一部として送信されます。このモード
switch(config)# ptp clock-operation one-step
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目的コマンドまたはアクション

では、フォローアップメッセージは送信されませ

ん。

このクロックをアドバタイズするときに使用する

priority1の値を設定します。この値はベストマス
（任意） [no] ptp priority1 value

例：

ステップ 9

タークロック選択のデフォルトの基準（クロック
switch(config)# ptp priority1 1

品質、クロッククラスなど）を上書きします。低

い値が優先されます。

valueの範囲は 0～ 255です。

（注）

スイッチが外部グランドマスタークロックと同期

するには、ローカルスイッチのPTP優先順位の値
を外部グランドマスタークロックの優先順位の

値よりも大きく設定する必要があります。

このクロックをアドバタイズするときに使用する

priority2の値を構成します。この値は、デフォルト
（任意） [no] ptp priority2 value

例：

ステップ 10

の基準では同等に一致する2台のデバイスのうち、
switch(config)# ptp priority2 1

どちらを優先するかを決めるために使用されます。

たとえば、priority2値を使用して、特定のスイッチ
が他の同等のスイッチよりも優先されるようにする

ことができます。

valueの範囲は 0～ 255です。

（注）

スイッチが外部グランドマスタークロックと同期

するには、ローカルスイッチのPTP優先順位の値
を外部グランドマスタークロックの優先順位の

値よりも大きく設定する必要があります。

PTP管理パケットのサポートを設定します。このコ
マンドは、デフォルトでイネーブルになっていま

す。

[ no ] ptp management

例：

switch(config)# ptp management
switch(config-ptp-profile)#

ステップ 11

no：管理パケットのサポートを無効にします。

PTP遅延平均パス/リバースパスの許容差の変動を
設定します。

（任意） [no] ptp delay tolerance { mean-path |
reverse-path } variation

例：

ステップ 12

mean-path：PTP BMCアルゴリズムによって計算
された平均パス遅延（MPD）のスパイクを無視し
ます。

switch(config)# ptp delay tolerance mean-path
50.5
switch(config)#

reverse-path：PTPBMCアルゴリズムによって計算
された（t4-t3）のスパイクを無視します。
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目的コマンドまたはアクション

variation:：スパイクの許容度を定義するパーセン
テージ。単一の 10進数の数値を使用します。範囲
は 1.0〜100.0です。

（注）

このコマンドは、Cisco NX-OSリリース 9.3(5)以
降でサポートされます。

転送ルールに基づいてすべての PTPv1パケットを
転送するようにスイッチを設定します。

（任意） ptp forward-version1

例：

ステップ 13

（注）switch(config)# ptp forward-version1
switch(config)# このコマンドを有効にしない場合、すべてのPTPv1

パケットがCPUに渡され、最終的にドロップされ
ます。

このコマンドは、Cisco NX-OSリリース 9.3(6)以
降でサポートされます。

この構成は 10.2(1)Fで導入され、93180YC-FX3Sで
サポートされます。CiscoNX-OXリリース 10.2(2)F

（任意） ptp unicast-negotiationステップ 14

以降、この構成はCiscoNexus 9300-EX、9300-FX、
9300-FX2、9300-GX、および 9300-GX2プラット
フォームスイッチでサポートされています。

有効にすると、すべてのPTPユニキャストセッショ
ンがネゴシエートモードに移行します。

詳細については、「PTPユニキャストネゴシエー
ション」のセクションを参照してください。

PTP over IPv6マルチキャスト構成の送信範囲を設
定します。

（任意） ptp ipv6 multicast scope tx <scope>

例：

ステップ 15

（注）switch(config)# ptp ipv6 multicast scope tx 0x2

•送信範囲は単一の値です。これにより、スイッ
チが送信する PTPパケットで使用される IPv6
マルチキャスト宛先アドレス（FF0'X'）の範囲
が決まります。

•デフォルト値は 1（0x1）です。

•インターフェイスレベルの構成が適用される
と、対応するグローバル構成よりも優先され

ます。
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目的コマンドまたはアクション

PTP over IPv6マルチキャスト構成の受信範囲を設
定します。

（任意） ptp ipv6 multicast scope rx <scope>

例：

ステップ 16

（注）switch(config)# ptp ipv6 multicast scope rx
0x1-0x5,0x8,0xA-0xE •受信範囲としては、単一の値、複数の値、ま

たは値の範囲が可能です。これにより、受信

した IPv6マルチキャストPTPパケットの許容
範囲（FF0'X'）が決まります。

•デフォルト値は 1～ 0xE（0x1-0xE）です。

•インターフェイスレベルの構成が適用される
と、対応するグローバル構成よりも優先され

ます。

PTP時間分配保留機能を有効にします。（任意） [no] ptp time distribution-hold
[correction-threshold <corr_limit>] [delay-threshold
<max_delay_time>]

ステップ 17

correction-threshold：補正が指定された補正値（ナ
ノ秒単位）に落ち着くまで、時間分配を保留しま

す。例：

switch(config)# ptp time distribution-hold
correction-threshold 90000ns delay threshold
4000s

delay-threshold：時間分配を保留する最大時間制限
を秒単位で設定します。ただし、遅延しきい値の前

に補正しきい値が満たされた場合は、時間分配が再

開されます。

デフォルトの補正しきい値は 300ナノ秒です。デ
フォルトの遅延しきい値は、TORの場合は300秒、
モジュラ型シャーシの場合は 900秒です。

最大補正しきい値は 100000ナノ秒です。最大遅延
しきい値は 5000秒です。

実行コンフィギュレーションを、スタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 18

switch(config)# copy running-config
startup-config

PTP GMの構成
CiscoNX-OS 10.3(2)Fリリース以降、PTPGM機能をサポートするために新しく追加されたCLI
は次のとおりです。

手順の概要

1. [no] ptp device-type ordinary-clock-grandmaster

PTPの設定
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2. （任意） ptp utc-offset <leap-seconds> [ next-leapevent <date> <time> new-offset
<new-leap-seconds>]

3. clock protocol gnss

4. 外部 GNSSの構成については、「グランドマスタークロックの GPS構成」の項を参照し
てください。内部 GNSS構成については、「GNSSレシーバーの有効化」セクションを参
照してください。

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

デバイスタイプを通常のクロックグランドマスター

として構成します。

[no] ptp device-type ordinary-clock-grandmaster

例：

ステップ 1

switch(config)# ptp device-type
ordinary-clock-grandmaster

PTPGM機能のutc-offset値を設定します。デフォル
ト値は 37秒です。

（任意） ptp utc-offset <leap-seconds> [ next-leapevent
<date> <time> new-offset <new-leap-seconds>]

例：

ステップ 2

• utc-offset:GMクロックに追加するUTCオフセッ
ト値。switch(config)# ptp utc-offset 37 next-leap-event

2022-04-30 23:59:59 new-offset 38
うるう秒 :うるう秒の値、範囲は 0～ 125秒で
す。デフォルト値は 37秒です。

next-leapevent:うるう秒が変わる時刻を設定す
るオプションのキーワード。

date :うるう秒の値が YYYY-MM-DD形式で変
化する日付。

time :うるう秒の値が HH:MM:SS形式で変化す
る時刻

new-offset :上記の構成された utc-offset値の後
に使用される新しい UTCオフセット値。

new-leap-seconds :新しいうるう秒の値、範囲は
0～125秒です。構成utc-offset値の±1のみです。

デバイスのシステムクロックへの GNSS時刻 (ToD)
同期を有効にします。

clock protocol gnss

例：

ステップ 3

switch(config)# clock protocol gnss

外部GNSSの構成については、「グランドマスター
クロックのGPS構成」の項を参照してください。内

ステップ 4

PTPの設定
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目的コマンドまたはアクション

部 GNSS構成については、「GNSSレシーバーの有
効化」セクションを参照してください。

インターフェイスでの PTPの設定
PTPをグローバルにイネーブルにしても、デフォルトで、サポートされているすべてのイン
ターフェイス上でイネーブルになりません。PTPインターフェイスは個別にイネーブルに設定
する必要があります。

始める前に

スイッチ上でグローバルに PTPをイネーブルにし、PTP通信の送信元 IPアドレスを設定した
ことを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface ethernet slot/port

3. [no] ptp

4. （任意） ptp transport {ethernet | ipv4 | ipv6 }
5. （任意） ptp transmission {multicast | unicast [negotiation-schema <schema-name>]}
6. （任意） ptp role { dynamic | master | slave }
7. （任意） [no] ptp master {<ipv4-addr> | <ipv6-addr>} { negotiation-schema <schema-name>}
8. （任意） [ no ] ptp slave {<ipv4-addr> | <ipv6-addr>}
9. （任意） ptp peer ipv4-address [ vrf vrf-name ]
10. ptp multicast master-only

11. （任意） ptp ucast-source {<ipv4-addr> | <ipv6-addr>} [ vrf <vrf-name> ]
12. （任意） [no] ptp announce {interval log-seconds | timeout count}
13. （任意） [no] ptp delay-request minimum interval log-seconds

14. （任意） [no] ptp delay-request minimum interval [aes67-2015 | smpte-2059-2] log-seconds

15. （任意） [no] ptp sync interval log-seconds

16. （任意） [no] ptp sync interval [aes67-2015 | smpte-2059-2] log-seconds

17. （任意） [no] ptp vlan vlan-id

18. （任意） ptp destination-mac non-forwardable rx-no-match accept

19. （任意） show ptp brief

20. （任意） show ptp port interface interface slot/port

21. （任意） ptp ipv6 multicast scope tx <scope>

22. （任意） ptp ipv6 multicast scope rx <scope>

23. （任意） copy running-config startup-config

PTPの設定
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手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

PTPを有効にするインターフェイスを指定し、イン
ターフェイスコンフィギュレーションモードを開

始します。

interface ethernet slot/port

例：

switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

ステップ 2

インターフェイスで PTPをイネーブルまたはディ
セーブルにします。

[no] ptp

例：

ステップ 3

switch(config-if)# ptp

PTPパケットの送信に使用されるトランスポート
メカニズムを指定します。

（任意） ptp transport {ethernet | ipv4 | ipv6 }

例：

ステップ 4

ethernet：PTPパケットはEthフレーム（Eth / ptp）
でのみ伝送されます。このオプションは、Cisco

switch(config-if)# ptp transport ipv4
switch(config-if)#

Nexus 93180YC-FX3SスイッチのPTPTelecomProfile
でのみ使用できます。

switch(config-if)# ptp transport ipv6
switch(config-if)#

ipv4：PTPパケットは IPv4で伝送されます。これ
がデフォルトの設定です。

ipv6：PTPパケットは IPv6で伝送されます。この
オプションは、10.2(1)Fリリース以降のCiscoNexus
93180YC-FX3Sスイッチで使用できます。 Cisco
NX-OS Release 10.2(2)F以降では、このオプション
は、CiscoNexus 9300-FX、9300-FX2、9300-GX、お
よび 9300-GX2プラットフォームスイッチでも使
用できます。

（注）

このコマンドは、Cisco NX-OSリリース 9.3(5)以
降でサポートされます。

インターフェイスで使用される PTP伝送方式を設
定します。

（任意） ptp transmission {multicast | unicast
[negotiation-schema <schema-name>]}

例：

ステップ 5

multicast：PTPは、デバイス間の通信に IEEE 1588
標準に従ってマルチキャスト宛先 IPアドレスswitch(config-if)# ptp transmission multicast

switch(config-if)#

PTPの設定
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目的コマンドまたはアクション

224.0.1.129を使用します。これがデフォルトの設定
です。

unicast：PTPメッセージは特定の PTPピアノード
にユニキャストされます。

negotiation schema <schema-name>：このオプショ
ンは、ユニキャストネゴシエーションがグローバ

ルに有効になっている場合に使用でき、インター

フェイスで使用するネゴシエーションスキーマを

設定できます。

このオプションは、Cisco NX-OSリリース 10.2(1)F
以降の Cisco Nexus 93180YC-FX3Sスイッチで使用
できます。CiscoNX-OSRelease 10.2(2)F以降では、
このオプションは、Cisco Nexus 9300-FX、
9300-FX2、9300-GX、および 9300-GX2プラット
フォームスイッチでも使用できます。

（注）

このコマンドは、Cisco NX-OSリリース 9.3(5)以
降でサポートされます。

インターフェイスの PTPロールを設定します。（任意） ptp role { dynamic | master | slave }ステップ 6

例： dynamic：ベストマスタークロックアルゴリズム
（BMCA）がロールを割り当てます。これは、デswitch(config-if)# ptp role dynamic

switch(config-if)# フォルト PTPプロファイルのデフォルト設定であ
り、G.8275.1PTPプロファイルでのみ許可される設
定です。

Cisco NX-OSリリース 10.3(3)F以降では、PTP伝送
がユニキャストであり、PTPロールがダイナミック
に設定されている場合は、PTPユニキャストネゴ
シエーションを有効にしてください。

master：マスタークロックは、インターフェイス
の PTPロールとして割り当てられます。

slave：スレーブクロックがインターフェイスのPTP
ロールとして割り当てられます。

Cisco NX-OSリリース 10.3(3)F以降、PTPロールの
slaveは、複数のユニキャストポートで構成できま
す。

（注）

このコマンドは、Cisco NX-OSリリース 9.3(5)以
降でサポートされます。

PTPの設定
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目的コマンドまたはアクション

（任意）インターフェイスのPTPロールが「slave」
に設定されている場合に、マスタークロックの IP
アドレスを設定します。

（任意） [no]ptp master {<ipv4-addr> | <ipv6-addr>}
{ negotiation-schema <schema-name>}

例：

ステップ 7

negotiation-schema：これは、ユニキャストネゴシ
エーションがグローバルに有効になっている場合

switch(config-if)# ptp master 10.10.10.1
switch(config-if)#

に、マスターの特定のネゴシエーションスキーマ

を設定するために使用できます。このオプション

は、Cisco NX-OSリリース 10.2(1)F以降の Cisco
Nexus 93180YC-FX3Sスイッチで使用できます。
Cisco NX-OS Release 10.2(2)F以降では、このオプ
ションは、Cisco Nexus 9300-EX、9300-FX、
9300-FX2、9300-GX、および 9300-GX2プラット
フォームスイッチでも使用できます。

（注）

このコマンドは、ユニキャストマスターを設定

し、伝送がユニキャストに設定されている場合に

使用されます。

このコマンドは、Cisco NX-OSリリース 9.3(5)以降
でサポートされます。

IPv6は、CiscoNX-OSリリース 10.2(1)F以降のCisco
Nexus 93180YC-FX3Sでサポートされます。 Cisco
NX-OS Release 10.2(2)F以降では、IPv6は Cisco
Nexus 9300-FX、9300-FX2、9300-GX、および
9300-GX2プラットフォームスイッチでもサポート
されます。

（任意）インターフェイスの PTPロールが
「master」に設定されている場合に、マスターク
ロックの IPアドレスを設定します。

（任意） [ no ] ptp slave {<ipv4-addr> | <ipv6-addr>}

例：

switch(config-if)# ptp slave 10.10.10.2
switch(config-if)#

ステップ 8

（注）

このコマンドは、ユニキャストスレーブを設定

し、伝送がユニキャストに設定されている場合に

使用されます。

このコマンドは、Cisco NX-OSリリース 9.3(5)以
降でサポートされます。

IPv6は、Cisco NX-OSリリース 10.2(1)F以降の
Cisco Nexus 93180YC-FX3Sでサポートされます。
Cisco NX-OS Release 10.2(2)F以降では、IPv6は
Cisco Nexus 9300-FX、9300-FX2、9300-GX、およ
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目的コマンドまたはアクション

び 9300-GX2プラットフォームスイッチでサポー
トされます。

インターフェイスの PTPロールが動的に設定され
ている場合に、ピアクロックの IPアドレスを設定
します。

（任意） ptp peer ipv4-address [ vrf vrf-name ]

例：

switch(config-if)# ptp peer 10.10.10.2
switch(config-if)#

ステップ 9

（注）

•構成できるピアは 1つだけです。

•このコマンドは、ユニキャストピアを構成
し、伝送がユニキャストに設定されていて、

ロールが動的に設定されている場合に使用さ

れます。

•このコマンドは、CiscoNX-OSRelease 10.3(3)F
で導入されました。

インターフェイスの PTPロールとして割り当てら
れるマスタークロックを設定します。

ptp multicast master-only

例：

ステップ 10

（注）switch(config)# ptp multicast master-only
switch(config)# このコマンドは、Cisco NX-OSリリース 9.3(5)で

廃止され、将来のリリースではサポートされませ

ん。必要に応じて、ステップ 4〜 8のコマンドを
使用してください。

（任意）ユニキャストメッセージの送信元 IPアド
レスを設定します。

（任意） ptp ucast-source {<ipv4-addr> |
<ipv6-addr>} [ vrf <vrf-name> ]

例：

ステップ 11

ipv4-address：ユニキャスト送信元の IPv4アドレ
ス。トランスポートが IPv4に設定されている場合
に使用されます。

switch(config)# ptp ucast-source 10.1.1.40

ipv6-address：ユニキャスト送信元の IPv6アドレ
ス。これは、トランスポートが IPv6に設定されて
いる場合に使用されます。

vrf vrf-name：helloメッセージに使用されるVRFの
名前。

（注）

IPv6は、Cisco NX-OSリリース 10.2(1)F以降の
Cisco Nexus 93180YC-FX3Sでサポートされます。
Cisco NX-OS Release 10.2(2)F以降では、IPv6は
Cisco Nexus 9300-FX、9300-FX2、9300-GX、およ
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目的コマンドまたはアクション

び9300-GX2プラットフォームスイッチでもサポー
トされます。

インターフェイス上の PTPアナウンスメッセージ
間の間隔またはタイムアウトがインターフェイスで

発生する前の PTP間隔の数を設定します。

（任意） [no] ptp announce {interval log-seconds |
timeout count}

例：

ステップ 12

PTPアナウンス間隔の範囲は 0～ 4ログ秒で、間隔
のタイムアウトの範囲は 2～ 4間隔です。

switch(config-if)# ptp announce interval 3

ポートがマスターステートの場合に PTP遅延メッ
セージ間で許可される最小間隔を設定します。

（任意） [no] ptp delay-request minimum interval
log-seconds

例：

ステップ 13

範囲は log（–1）〜 log（6）秒です。ここで、log
（–1）は毎秒 2フレームです。switch(config-if)# ptp delay-request minimum

interval -1

ポートがマスターステートの場合に PTP遅延メッ
セージ間で許可される最小間隔を設定します。

（任意） [no] ptp delay-request minimum interval
[aes67-2015 | smpte-2059-2] log-seconds

例：

ステップ 14

表 2 : PTP遅延要求の最小間隔の範囲とデフォルト値

デフォルト値範囲オプション

switch(config-if)# ptp delay-request minimum
interval aes67-2015-1

0ログ秒-4〜 5ログ秒aes67-2015

0ログ秒-4〜 5ログ秒smpte-2059-2

0ログ秒–1～ 6ログ秒
（ここで、–1 =
2フレーム毎
秒）

aes67-2015また
は smpte-2059-2
オプションなし

インターフェイス上の PTP同期メッセージの送信
間隔を設定します。

（任意） [no] ptp sync interval log-seconds

例：

ステップ 15

範囲は、log（–3）〜log（1）秒です。メディア関
連のプロファイル情報については、『メディアソ

switch(config-if)# ptp sync interval 1

リューションガイド向けCiscoNX-OSIPファブリッ
ク』を参照してください。

インターフェイス上の PTP同期メッセージの送信
間隔を設定します。

（任意） [no] ptp sync interval [aes67-2015 |
smpte-2059-2] log-seconds

例：

ステップ 16
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目的コマンドまたはアクション

表 3 : PTP同期間隔の範囲とデフォルト値

デフォルト値範囲オプション

switch(config-if)# ptp sync interval aes67 1

– 2ログ秒-4〜 1ログ秒aes67-2015

-2ログ秒-4〜 -1ログ秒smpte-2059-2

-2ログ秒-3〜 1ログ秒aes67-2015また
は smpte-2059-2
オプションなし

PTPをイネーブルにするインターフェイスのVLAN
を指定します。インターフェイスの 1つの VLAN
でイネーブルにできるのは、1つのPTPのみです。

（任意） [no] ptp vlan vlan-id

例：

switch(config-if)# ptp vlan 1

ステップ 17

指定できる範囲は 1～ 4094です。

転送不能な宛先MACアドレスパケットを受け入
れ、応答します。これらの宛先MACアドレスは、

（任意） ptp destination-mac non-forwardable
rx-no-match accept

例：

ステップ 18

GMクロック、PTPマスタークロック、およびPTP
スレーブクロック間で交換される PTPメッセージ
で使用されます。

switch(config-if)# ptp destination-mac
non-forwardable rx-no-match accept
switch(config-if)#

このコマンドはCiscoNX-OSリリース 9.3(5)以降で
サポートされ、Cisco Nexus 93180YC-FX3Sスイッ
チのみでサポートされます。

PTPのステータスを表示します。（任意） show ptp brief

例：

ステップ 19

switch(config-if)# show ptp brief

PTPポートのステータスを表示します。（任意） show ptp port interface interface slot/port

例：

ステップ 20

switch(config-if)# show ptp port interface
ethernet 2/1

PTP over IPv6マルチキャスト構成の送信範囲を設
定します。

（任意） ptp ipv6 multicast scope tx <scope>

例：

ステップ 21

（注）switch(config)# ptp ipv6 multicast scope tx 0x2

•送信範囲は単一の値です。これにより、スイッ
チが送信する PTPパケットで使用される IPv6
マルチキャスト宛先アドレス（FF0'X'）の範囲
が決まります。

•デフォルト値は 1（0x1）です。
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目的コマンドまたはアクション

•インターフェイスレベルの構成が適用される
と、対応するグローバル構成よりも優先され

ます。

PTP over IPv6マルチキャスト構成の受信範囲を設
定します。

（任意） ptp ipv6 multicast scope rx <scope>

例：

ステップ 22

（注）switch(config)# ptp ipv6 multicast scope rx
0x1-0x5,0x8,0xA-0xE •受信範囲としては、単一の値、複数の値、ま

たは値の範囲が可能です。これにより、受信

した IPv6マルチキャストPTPパケットの許容
範囲（FF0'X'）が決まります。

•デフォルト値は 1～ 0xE（0x1-0xE）です。

•インターフェイスレベルの構成が適用される
と、対応するグローバル構成よりも優先され

ます。

実行コンフィギュレーションを、スタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

ステップ 23

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

ユニキャストモードでの PTPの設定

IPv4または IPv6向けユニキャストモードの構成

従来の PTPメッセージは、PTPマルチキャストメッセージを受信できるノードに配信されま
す。（たとえば、announce、sync、delay_req、delay_respおよび follow_up）。ユニキャスト
モードでは、すべてのPTPメッセージが特定の PTPノードにのみ配信されます。マルチキャ
ストアドレスは使用されません。ユニキャストモードでは、マスター/スレーブロールを設定
し、対応するピアスレーブ/マスター IPアドレスを割り当てることができます。

スレーブユニキャストポートには最大 8個のマスター IPを設定でき、マスターポートには最
大 64個のスレーブ IPを設定でき、すべてのポートで最大 256個のスレーブ IPを設定できま
す。ユニキャストスレーブ IPとユニキャストマスター IPを設定するには、次のコマンドを
使用します。ユニキャストパケットは、これらの IPとの間でのみ送受信されます。他の IPか
ら受信したパケットは無視されます。

Cisco NX-OSリリース 10.2(1)F以降の場合：
IPv4 config
interface Ethernet1/34
ptp
ptp transport ipv4
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ptp transmission unicast
ptp role master
ptp slave 10.10.10.2
ptp ucast-source 10.10.10.1

interface Ethernet1/35
ptp
ptp transport ipv4
ptp transmission unicast
ptp role slave
ptp master 10.10.10.1
ptp ucast-source 10.10.10.2

IPv6 config
interface Ethernet1/34
ptp
ptp transport ipv6
ptp transmission unicast
ptp role master
ptp slave 2012:a1:0:0:0:0:0:2
ptp ucast-source 2012:a1:0:0:0:0:0:1

interface Ethernet1/35
ptp
ptp transport ipv6
ptp transmission unicast
ptp role slave
ptp master 2012:a1:0:0:0:0:0:1
ptp ucast-source 2012:a1:0:0:0:0:0:2

Cisco NX-OSリリース 9.3(5)以降の場合：
switch(config-if)# ptp
switch(config-if)# ptp transmission unicast
switch(config-if)# ptp role master
switch(config-if)# ptp slave 10.10.10.2

switch(config-if)# ptp
switch(config-if)# ptp transmission unicast
switch(config-if)# ptp role slave
switch(config-if)# ptp master 10.10.10.1

Cisco NX-OSリリース 9.3(4)以前の場合：
switch(config-if)# ptp transport ipv4 ucast master
switch(config-if-ptp-master)# slave ipv4 10.10.10.2

switch(config-if)# ptp transport ipv4 ucast slave
switch(config-if-ptp-slave)# master ipv4 10.10.10.1

動的ロールの割り当て

動的ロールを割り当てるには、次の手順を実行します。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface ethernet slot/port

3. [no] ptp
4. ptp transmission unicast
5. ptp role dynamic
6. ptp peer ipv4-address
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手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

PTPを有効にするインターフェイスを指定し、イン
ターフェイスコンフィギュレーションモードを開

始します。

interface ethernet slot/port

例：

switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

ステップ 2

インターフェイスで PTPをイネーブルまたはディ
セーブルにします。

[no] ptp

例：

ステップ 3

（注）switch(config-if)# ptp
switch(config-if)# このコマンドは、以下のユニキャスト構成コマンド

をインターフェイスに適用する前に必要となるもの

です。

インターフェイスで使用されるPTP伝送方式を設定
します。

ptp transmission unicast

例：

ステップ 4

switch(config-if)# ptp transmission unicast
switch(config-if)#

インターフェイスの PTPロールを設定します。ptp role dynamic

例：

ステップ 5

dynamic：動的クロックがインターフェイスの PTP
ロールとして割り当てられます。switch(config-if)# ptp role dynamic

switch(config-if)#

インターフェイスのPTPロールが動的に設定されて
いる場合に、ピアクロックの IPアドレスを設定し
ます。

ptp peer ipv4-address

例：

switch(config-if)# ptp peer 10.10.10.1
switch(config-if)#

ステップ 6

マスターロールの割り当て

マスターロールを割り当てるには、次の手順を実行します。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface ethernet slot/port
3. [no] ptp transport ipv4 ucast master
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4. slave ipv4 <IP_address>

5. [no] ptp
6. ptp transmission unicast
7. ptp role master
8. ptp slave ipv4-address

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

PTPを有効にするインターフェイスを指定し、イン
ターフェイスコンフィギュレーションモードを開

始します。

interface ethernet slot/port

例：

switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

ステップ 2

（注）

このコマンドを設定した後、CiscoNX-OSリリース
9.3(5)以降の場合は、ステップ 5に進みます。Cisco
NX-OSリリース 9.3(4)以前の場合は、ステップ 3
に進みます。

特定のポート（レイヤ 3インターフェイス）で PTP
マスターをイネーブルにします。マスターサブモー

ドでは、スレーブ IPv4アドレスを入力できます。

[no] ptp transport ipv4 ucast master

例：

switch(config-if)# ptp transport ipv4 ucast master
switch(config-if-ptp-master)#

ステップ 3

スレーブ IPv4アドレスを入力します。マスターごと
に最大 64個の IPアドレスを使用できますが、実際

slave ipv4 <IP_address>

例：

ステップ 4

の数は同期間隔の設定に応じて変わります。マスswitch-1(config)# interface ethernet 1/1
switch-1(config-if)# ptp transport ipv4 ucast ターは、これらのスレーブアドレスにのみ、アナウ
master ンス、同期、フォローアップ、および delay_respを
switch-1(config-if-ptp-master)# slave ipv4 1.2.3.1

送信します。スレーブ IPが到達可能であることを確
認する必要があります。

switch-1(config-if-ptp-master)# slave ipv4 1.2.3.2
switch-1(config-if-ptp-master)# slave ipv4 1.2.3.3
switch-1(config-if-ptp-master)# slave ipv4 1.2.3.4
switch-1(config-if-ptp-master)# （注）

Cisco NX-OSリリース9.3 (4)以前の場合は、これで
手順は終了です。

インターフェイスで PTPをイネーブルまたはディ
セーブルにします。

[no] ptp

例：

ステップ 5
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目的コマンドまたはアクション

switch(config-if)# ptp
switch(config-if)#

（注）

9.3(5)以降では、このコマンドは、以下のユニキャ
ストコンフィギュレーションコマンドをインター

フェイスに適用する前に必要です。

インターフェイスで使用されるPTP伝送方式を設定
します。

ptp transmission unicast

例：

ステップ 6

（注）switch(config-if)# ptp transmission unicast
switch(config-if)# このコマンドは、Cisco NX-OSリリース 9.3(5)以降

でサポートされます。

インターフェイスの PTPロールを設定します。ptp role master

例：

ステップ 7

master：マスタークロックは、インターフェイスの
PTPロールとして割り当てられます。switch(config-if)# ptp role master

switch(config-if)#
（注）

このコマンドは、Cisco NX-OSリリース 9.3(5)以降
でサポートされます。

インターフェイスの PTPロールが「master」に設定
されている場合に、スレーブクロックの IPアドレ
スを設定します。

ptp slave ipv4-address

例：

switch(config-if)# ptp slave 10.10.10.2
switch(config-if)#

ステップ 8

（注）

このコマンドは、Cisco NX-OSリリース 9.3(5)以降
でサポートされます。

スレーブロールの割り当て

スレーブロールを割り当てるには、次の手順を実行します。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface ethernet slot/port

3. [no] ptp transport ipv4 ucast slave
4. master ipv4 <IP_address>

5. [no] ptp
6. ptp transmission unicast
7. ptp role slave
8. ptp master ipv4-address
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手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

PTPを有効にするインターフェイスを指定し、イン
ターフェイスコンフィギュレーションモードを開

始します。

interface ethernet slot/port

例：

switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

ステップ 2

（注）

このコマンドを設定した後、CiscoNX-OSリリース
9.3(5)以降の場合は、ステップ 5に進みます。Cisco
NX-OSリリース 9.3(4)以前の場合は、ステップ 3
に進みます。

特定のポート（レイヤ 3インターフェイス）で PTP
スレーブをイネーブルにします。スレーブサブモー

[no] ptp transport ipv4 ucast slave

例：

ステップ 3

ドでは、ユーザーはマスター IPv4アドレスを入力で
きます。

switch(config-if)# ptp transport ipv4 ucast slave
switch(config-if-ptp-slave)#

マスター IPv4アドレスを入力します。master ipv4 <IP_address>

例：

ステップ 4

（注）

Cisco NX-OSリリース9.3 (4)以前の場合は、これで
手順は終了です。switch-1(config)# interface ethernet 1/1

switch-1(config-if)# ptp transport ipv4 ucast
slave
switch-1(config-if-ptp-slave)# master ipv4 4.4.4.1
switch-1(config-if-ptp-slave)# master ipv4 4.4.4.2
switch-1(config-if-ptp-slave)# master ipv4 4.4.4.3

インターフェイスで PTPをイネーブルまたはディ
セーブルにします。

[no] ptp

例：

ステップ 5

（注）switch(config-if)# ptp
switch(config-if)# このコマンドは、9.3(5)以降で、以下のユニキャス

トコンフィギュレーションコマンドをインターフェ

イスに適用する前に必要となるものです。

インターフェイスで使用されるPTP伝送方式を設定
します。

ptp transmission unicast

例：

ステップ 6

（注）switch(config-if)# ptp transmission unicast
switch(config-if)#
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目的コマンドまたはアクション

このコマンドは、Cisco NX-OSリリース 9.3(5)以降
でサポートされます。

インターフェイスの PTPロールを設定します。ptp role slave

例：

ステップ 7

slave：スレーブクロックがインターフェイスのPTP
ロールとして割り当てられます。switch(config-if)# ptp role slave

switch(config-if)#
（注）

このコマンドは、Cisco NX-OSリリース 9.3(5)以降
でサポートされます。

インターフェイスのPTPロールが「slave」に設定さ
れている場合、マスタークロックの IPアドレスを
設定します。

ptp master ipv4-address

例：

switch(config-if)# ptp master 10.10.10.1
switch(config-if)#

ステップ 8

（注）

このコマンドは、Cisco NX-OSリリース 9.3(5)以降
でサポートされます。

ユニキャスト送信元アドレスの設定

Cisco NX-OSリリース 9.3(4)までのすべてのリリースで、インターフェイスの PTP設定がユニ
キャストからマルチキャストまたはユニキャストスレーブからユニキャストマスターに変更

された場合は、ユニキャスト送信元アドレスを再設定する必要があります。

Cisco NX-OSリリース 9.3(5)以降では、インターフェイスの PTP設定がユニキャストからマル
チキャストまたはユニキャストスレーブからユニキャストマスターに変更された場合、ユニ

キャスト送信元アドレスを再設定する必要はありません。

（注）

ユニキャスト送信元アドレスを設定するには、次の手順を実行します。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface ethernet slot/port

3. [no] ptp ucast-source {<ipv4-addr> | <ipv6-addr>} [vrf <vrf-name>
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手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

PTPを有効にするインターフェイスを指定し、イン
ターフェイスコンフィギュレーションモードを開

始します。

interface ethernet slot/port

例：

switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

ステップ 2

インターフェイスレベルごとに PTP送信元アドレ
スを設定します。この IPアドレスは、ユニキャスト

[no] ptp ucast-source {<ipv4-addr> | <ipv6-addr>} [vrf
<vrf-name>

例：

ステップ 3

PTPメッセージにのみ使用されます。PTPユニキャ
スト送信元 IPアドレスが到達可能である必要があり
ます。

switch(config-if)# ptp ucast-source 10.10.10.20
switch(config-if)#

ipv4-address：ユニキャスト送信元の IPv4アドレス。
トランスポートが IPv4に設定されている場合に使用
されます。

ipv6-address：ユニキャスト送信元の IPv6アドレス。
これは、トランスポートが IPv6に設定されている場
合に使用されます。

vrfvrf-name：IPアドレスがデフォルト以外の VRF
にある場合は、vrfパラメータを使用して VRFを構
成します。

PTPテレコムプロファイルの設定

グローバル PTPテレコムプロファイルの設定

この手順では、クロックとその設定を含む PTPテレコムプロファイルを、周波数に合った
ITU-Tテレコムプロファイルと一致するように設定する手順を説明します。

始める前に

QoS TCAMリージョンの入力 SUP [ingress-sup]は、768以上に設定する必要があります。手順
は以下のとおりです。

1. show hardware access-list tcam regionコマンドを使用して、TCAMリージョンを確認しま
す。
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2. 入力SUPリージョンが768以上に設定されていない場合は、hardware access-list tcam region
ing-sup 768コマンドを使用して入力 SUP TCAMリージョンを設定します。実行コンフィ
ギュレーションを、スタートアップコンフィギュレーションにコピーし（copyrunning-config
startup-config）、スイッチをリロードします。

手順の概要

1. configure terminal
2. feature ptp
3. ptp profile { default | 8275-1 | 8275-2 }
4. プロファイルのデフォルト：mode { hybrid | non-hybrid | none }
5. exit
6. ptp source ip-address

7. プロファイルのデフォルト：ptp priority1 value

8. プロファイルのデフォルト：ptp priority2 value

9. ptp pdelay-req-interval value

10. プロファイルのデフォルト：ptp domain value

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル PTP機能をイネーブルにします。必須: feature ptp

例：

ステップ 2

switch(config)# feature ptp
switch(config)#

PTPプロファイルをイネーブルにし、PTPプロファ
イルコンフィギュレーションモードを開始します。

必須: ptp profile { default | 8275-1 | 8275-2 }

例：

ステップ 3

このコマンドのプロファイルタイプでサポートさ
switch(config)# ptp profile 8275-1
switch(config-ptp-profile)# れるコマンドの詳細については、次を参照してくだ

さい：

（注）

8275-1および 8275-2は PTPテレコムプロファイ
ル構成をサポートします。
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目的コマンドまたはアクション

Cisco NX-OSリリース 9.3(5)では、Cisco Nexus
93180YC-FX3Sスイッチのみが、このコマンドの
どちらかのオプションをサポートします。

スイッチの PTP動作モードを設定します。プロファイルのデフォルト：mode { hybrid |
non-hybrid | none }

ステップ 4

hybrid：SyncEソースはPTPソースとして機能しま
す。例：

switch(config)# mode hybrid
switch(config-ptp-profile)# default：local/1588クロックは PTPソースとして機

能します。

（注）

•このコマンドは、ptp profileコマンドが設定
されると自動的に設定されます。設定値は変

更できません。詳細については、「ステップ3
（42ページ）」を参照してください。

• 8275-2プロファイルがサポートする唯一のモー
ドは non-hybridです。

•プロファイルのデフォルトモードは hybridで
す。

PTPプロファイルコンフィギュレーションモード
を終了し、グローバルコンフィギュレーションモー

ドに戻ります。

exit

例：

switch(config-ptp-profile)# exit
switch(config)#

ステップ 5

マルチキャスト PTPモードのすべての PTPパケッ
トに、送信元 IPv4アドレスを設定します。

ptp source ip-address

例：

ステップ 6

switch(config)# ptp source 10.10.10.20
switch(config)#

このクロックをアドバタイズするときに使用する

priority1の値を設定します。このクロックをアドバ
プロファイルのデフォルト：ptp priority1 value

例：

ステップ 7

タイズするときに使用するpriority1の値を設定しま
す。低い値が優先されます。

switch(config)# ptp priority1 128
switch(config)#

（注）

このコマンドは、ptp profile 8275-1 or 8275-2グロー
バルコマンドが設定されると自動的に設定されま

す。設定値は変更できません。「ステップ 3（42
ページ）」を参照してください。
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目的コマンドまたはアクション

このクロックをアドバタイズするときに使用する

priority2の値を設定します。このクロックをアドバ
プロファイルのデフォルト：ptp priority2 value

例：

ステップ 8

タイズするときに使用するpriority1の値を設定しま
す。低い値が優先されます。

switch(config)# ptp priority2 128
switch(config)#

デフォルト：128

範囲：0〜 255

（注）

このコマンドは、ptp profile 8275-1または 8275-2
グローバルコマンドが設定されると自動的に構成

されます。「ステップ 3（42ページ）」を参照し
てください。

ピア遅延要求間隔を設定します。ptp pdelay-req-interval value

例：

ステップ 9

value：範囲は 0～ 5です。
switch(config)# ptp pdelay-req-interval 0
switch(config)#

PTPクロックドメイン値を指定します。G.8275.1
プロファイルで許可されるドメイン番号の範囲は

プロファイルのデフォルト：ptp domain value

例：

ステップ 10

24〜 43です。デフォルトは 24です。G.8275.2プ
switch(config)# ptp domain 24
switch(config)# ロファイルで許可されるドメイン番号の範囲は 44

〜 63です。デフォルトは 44です。

（注）

このコマンドは、ptp profile 8275-1または 8275-2
グローバルコマンドが設定されると自動的に構成

されます。「ステップ 3（42ページ）」を参照し
てください。

PTPテレコムプロファイル 8275-1のインターフェイスの構成

この手順では、インターフェイスの PTPテレコムプロファイル 8275-1を構成する手順を説明
します。

この手順で説明する一部のコマンドは、ptp profile 8275-1グローバルコマンドが設定され、イ
ンターフェイスでPTPが有効になっている場合に自動的に有効になり、設定されます。詳細に
ついては、「グローバル PTPテレコムプロファイルの設定（41ページ）」を参照してくださ
い。

（注）
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始める前に

この手順は、インターフェイスでの周波数同期の設定とともに、「ハイブリッドPTP」プラッ
トフォームに必要なインターフェイス設定を構成します。インターフェイスの周波数の同期化

の設定の詳細については、インターフェイスの周波数の同期の設定を参照してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface ethernet slot / port

3. [ no ] ptp

4. プロファイルのデフォルト： ptp transport ethernet

5. プロファイルのデフォルト： ptp transmission multicast

6. プロファイルのデフォルト： ptp role dynamic

7. （任意） ptp destination-mac non-forwardable rx-no-match accept

8. プロファイルのデフォルト：ptp cost value

9. プロファイルのデフォルト：ptp delay-request minimum interval log-seconds

10. プロファイルのデフォルト：ptp announce interval log-seconds

11. プロファイルのデフォルト：ptp sync interval log-seconds

12. （任意） [ no ] ptp announce timeout count

13. （任意） [ no ] ptp profile-override

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

PTPテレコムプロファイルパラメータを設定する
インターフェイスを指定し、インターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

interface ethernet slot / port

例：

switch(config)# interface ethernet 1/5
switch(config-if)#

ステップ 2

インターフェイスで PTPを有効にします。[ no ] ptp

例：

ステップ 3

switch(config-if)# ptp
switch(config-if)#

PTPパケットの送信に使用されるトランスポート
メカニズムを指定します。ethernetについては、

プロファイルのデフォルト：ptp transport ethernet

例：

ステップ 4
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目的コマンドまたはアクション

PTPパケットは Ethフレーム（Eth / ptp）でのみ伝
送されます。

switch(config-if)# ptp transport ethernet
switch(config-if)#

（注）

このコマンドは、ptp profile 8275-1 globalコマンド
が設定されると自動的に設定されます。ptp profile
8275-1コマンドの詳細については、グローバルPTP
テレコムプロファイルの設定（41ページ）を参
照してください。

インターフェイスで使用される PTP伝送方式を設
定します。multicastに関して、IEEE 1588標準に

プロファイルのデフォルト： ptp transmission
multicast

例：

ステップ 5

従って、PTPはデバイス間の通信にマルチキャスト
宛先 IPアドレス 224.0.1.129を使用します。switch(config-if)# ptp transmission multicast

switch(config-if)#
（注）

このコマンドは、ptp profile 8275-1 globalコマンド
が設定されると自動的に設定されます。ptp profile
8275-1コマンドの詳細については、グローバルPTP
テレコムプロファイルの設定（41ページ）を参
照してください。

インターフェイスの PTPロールを設定します。
dynamicでは、ベストマスタークロックアルゴリ
ズム（BMCA）がロールを割り当てます。

プロファイルのデフォルト： ptp role dynamic

例：

switch(config-if)# ptp role dynamic
switch(config-if)#

ステップ 6

（注）

このコマンドは、ptp profile 8275-1 globalコマンド
が設定されると自動的に設定されます。ptp profile
8275-1コマンドの詳細については、グローバルPTP
テレコムプロファイルの設定（41ページ）を参
照してください。

転送不能な宛先MACアドレスパケットを受け入
れ、応答します。これらの宛先MACアドレスは、

（任意） ptp destination-mac non-forwardable
rx-no-match accept

例：

ステップ 7

GMクロック、PTPマスタークロック、およびPTP
スレーブクロック間で交換される PTPメッセージ
で使用されます。

switch(config-if)# ptp destination-mac
non-forwardable rx-no-match accept
switch(config-if)#

BMCAの最適なマスタークロックの選択で使用さ
れる値を設定します。標準に記載されているすべて

プロファイルのデフォルト：ptp cost value

例：

ステップ 8

のパラメータが同じ場合、このローカルプライオ

リティが使用されます。
switch(config-if)# ptp cost 128
switch(config-if)#

（注）
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目的コマンドまたはアクション

このコマンドは、ptp profile 8275-1 globalコマンド
が設定されると自動的に設定されます。ptp profile
8275-1コマンドの詳細については、グローバルPTP
テレコムプロファイルの設定（41ページ）を参
照してください。

ポートがマスターステートの場合に PTP遅延メッ
セージ間で許可される最小間隔を設定します。

プロファイルのデフォルト：ptp delay-request
minimum interval log-seconds

例：

ステップ 9

（注）

このコマンドは、ptp profile 8275-1 globalコマンド
が設定されると自動的に設定されます。ptp profile

switch(config-if)# ptp delay-request minimum
interval -4

8275-1コマンドの詳細については、グローバルPTP
テレコムプロファイルの設定（41ページ）を参
照してください。

インターフェイス上の PTPアナウンスメッセージ
間の間隔またはタイムアウトがインターフェイスで

発生する前の PTP間隔の数を設定します。

プロファイルのデフォルト：ptp announce interval
log-seconds

例：

ステップ 10

（注）switch(config-if)# ptp announce interval -3

このコマンドは、ptp profile 8275-1 globalコマンド
が設定されると自動的に設定されます。ptp profile
8275-1コマンドの詳細については、グローバルPTP
テレコムプロファイルの設定（41ページ）を参
照してください。

インターフェイス上の PTP同期メッセージの送信
間隔を設定します。

プロファイルのデフォルト：ptp sync interval
log-seconds

例：

ステップ 11

（注）

このコマンドは、ptp profile 8275-1 globalコマンド
が設定されると自動的に設定されます。ptp profile

switch(config-if)# ptp sync interval -4

8275-1コマンドの詳細については、グローバルPTP
テレコムプロファイルの設定（41ページ）を参
照してください。

タイムアウトがインターフェイスで発生する前の

PTP間隔の数を設定します。
（任意） [ no ] ptp announce timeout count

例：

ステップ 12

PTPアナウンスのタイムアウト間隔の範囲は 2～ 4
です。

switch(config-if)# ptp announce timeout 3
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目的コマンドまたはアクション

デフォルトで [無効（Disabled）]になっており、有
効にすると、このインターフェイス設定で次のコマ

ンドを変更できます。

（任意） [ no ] ptp profile-override

例：

switch(config-if)# ptp profile-override
switch(config-if)#

ステップ 13

• ptp transport

• ptp announce interval

• ptp delay-request minimum interval

• ptp sync interval

• ptp cost（8275-1プロファイルのみ）

（注）

有効にすると、グローバル PTPプロファイルが変
更されても、コマンドへの変更はデフォルトにリ

セットされません。ptp profile-overrideを削除す
ると、インターフェイスの PTP設定がグローバル
プロファイルに対応するデフォルト値にリセット

されます。

PTPテレコムプロファイル 8275-2のインターフェイスの構成

この手順では、インターフェイスの PTPテレコムプロファイル 8275-2を構成する手順を説明
します。

この手順で説明する一部のコマンドは、ptp profile 8275-2グローバルコマンドが設定され、イ
ンターフェイスでPTPが有効になっている場合に自動的に有効になり、設定されます。詳細に
ついては、「グローバル PTPテレコムプロファイルの設定（41ページ）」を参照してくださ
い。

（注）

始める前に

この手順は、インターフェイスでの周波数同期の設定とともに、「ハイブリッドPTP」プラッ
トフォームに必要なインターフェイス設定を構成します。インターフェイスの周波数の同期化

の設定の詳細については、インターフェイスの周波数の同期の設定を参照してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface ethernet slot / port

3. [no] ptp

4. プロファイルのデフォルト： ptp transport ipv4

5. プロファイルのデフォルト： ptp transmission unicast

PTPの設定
48

PTPの設定

PTPテレコムプロファイル 8275-2のインターフェイスの構成

cisco-nexus-9000-series-nx-os-system-management-configuration-guide-release-105x_chapter5.pdf#nameddest=unique_99


6. プロファイルのデフォルト： ptp role dynamic

7. （任意） ptp destination-mac non-forwardable rx-no-match accept

8. プロファイルのデフォルト：ptp cost value

9. プロファイルのデフォルト：ptp delay-request minimum interval log-seconds

10. プロファイルのデフォルト：ptp announce interval log-seconds

11. プロファイルのデフォルト：ptp sync interval log-seconds

12. （任意） [no] ptp announce timeout count

13. （任意） [ no ] ptp profile-override

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

PTPテレコムプロファイルパラメータを設定する
インターフェイスを指定し、インターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

interface ethernet slot / port

例：

switch(config)# interface ethernet 1/5
switch(config-if)#

ステップ 2

インターフェイスで PTPを有効にします。[no] ptp

例：

ステップ 3

switch(config-if)# ptp
switch(config-if)#

PTPパケットの送信に使用されるトランスポート
メカニズムを指定します。

プロファイルのデフォルト： ptp transport ipv4

例：

ステップ 4

（注）switch(config-if)# ptp transport ipv4
switch(config-if)# このコマンドは、ptp profile 8275-2 globalコマンド

が設定されると自動的に設定されます。ptp profile
8275-2コマンドの詳細については、グローバルPTP
テレコムプロファイルの設定（41ページ）を参
照してください。

インターフェイスで使用される PTP伝送方式を設
定します。unicastの場合、PTPは構成されたマス
ター/スレーブ/ピア IPを使用します。

プロファイルのデフォルト： ptp transmission
unicast

例：

ステップ 5

（注）switch(config-if)# ptp transmission unicast
switch(config-if)#
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目的コマンドまたはアクション

このコマンドは、ptp profile 8275-2 globalコマンド
が設定されると自動的に設定されます。ptp profile
8275-2コマンドの詳細については、グローバルPTP
テレコムプロファイルの設定（41ページ）を参
照してください。

インターフェイスの PTPロールを設定します。
dynamicでは、ベストマスタークロックアルゴリ
ズム（BMCA）がロールを割り当てます。

プロファイルのデフォルト： ptp role dynamic

例：

switch(config-if)# ptp role dynamic
switch(config-if)#

ステップ 6

（注）

このコマンドは、ptp profile 8275-2 globalコマンド
が設定されると自動的に設定されます。ptp profile
8275-2コマンドの詳細については、グローバルPTP
テレコムプロファイルの設定（41ページ）を参
照してください。

転送不能な接続先MACアドレスのパケットを受け
入れ、応答します。これらの宛先MACアドレス

（任意） ptp destination-mac non-forwardable
rx-no-match accept

例：

ステップ 7

は、GMクロック、PTPマスタークロック、およ
び PTPスレーブクロック間で交換される PTPメッ
セージで使用されます。

switch(config-if)# ptp destination-mac
non-forwardable rx-no-match accept
switch(config-if)#

BMCAの最適なマスタークロックの選択で使用さ
れる値を設定します。標準に記載されているすべて

プロファイルのデフォルト：ptp cost value

例：

ステップ 8

のパラメータが同じ場合、このローカルプライオ

リティが使用されます。
switch(config-if)# ptp cost 128
switch(config-if)#

（注）

このコマンドは、ptp profile 8275-2 globalコマンド
が設定されると自動的に設定されます。ptp profile
8275-2コマンドの詳細については、グローバルPTP
テレコムプロファイルの設定（41ページ）を参
照してください。

ポートがマスターステートの場合に PTP遅延メッ
セージ間で許可される最小間隔を設定します。

プロファイルのデフォルト：ptp delay-request
minimum interval log-seconds

例：

ステップ 9

（注）

このコマンドは、ptp profile 8275-2 globalコマンド
が設定されると自動的に設定されます。ptp profile

switch(config-if)# ptp delay-request minimum
interval -4

8275-2コマンドの詳細については、グローバルPTP
テレコムプロファイルの設定（41ページ）を参
照してください。
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイス上の PTPアナウンスメッセージ
間の間隔またはタイムアウトがインターフェイスで

発生する前の PTP間隔の数を設定します。

プロファイルのデフォルト：ptp announce interval
log-seconds

例：

ステップ 10

（注）switch(config-if)# ptp announce interval -3

このコマンドは、ptp profile 8275-2 globalコマンド
が設定されると自動的に設定されます。ptp profile
8275-2コマンドの詳細については、グローバルPTP
テレコムプロファイルの設定（41ページ）を参
照してください。

インターフェイス上の PTP同期メッセージの送信
間隔を設定します。

プロファイルのデフォルト：ptp sync interval
log-seconds

例：

ステップ 11

（注）

このコマンドは、ptp profile 8275-2 globalコマンド
が設定されると自動的に設定されます。ptp profile

switch(config-if)# ptp sync interval -4

8275-2コマンドの詳細については、グローバルPTP
テレコムプロファイルの設定（41ページ）を参
照してください。

タイムアウトがインターフェイスで発生する前の

PTP間隔の数を設定します。
（任意） [no] ptp announce timeout count

例：

ステップ 12

PTPアナウンスのタイムアウト間隔の範囲は 2～ 4
です。

switch(config-if)# ptp announce timeout 3

デフォルトで [無効（Disabled）]になっており、有
効にすると、このインターフェイス設定で次のコマ

ンドを変更できます。

（任意） [ no ] ptp profile-override

例：

switch(config-if)# ptp profile-override
switch(config-if)#

ステップ 13

• ptp transport

• ptp announce interval

• ptp delay-request minimum interval

• ptp sync interval

• ptp cost（8275-2プロファイルのみ）

（注）

有効にすると、グローバル PTPプロファイルが変
更されても、コマンドへの変更はデフォルトにリ

セットされません。ptp profile-overrideを削除す
ると、インターフェイスの PTP設定がグローバル
プロファイルに対応するデフォルト値にリセット

されます。
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PTPプロファイルのデフォルト

次の表に、globalコマンド ptp profileの設定時に自動的に設定されるコマンドの範囲とデフォ
ルト値を示します。影響を受けるグローバルコマンドの範囲を、設定されたプロファイルで許

可されている範囲を超えて変更することはできません。ただし、インターフェイスモードで

は、ptp profile-overrideコマンドが設定されている場合は変更できます。

Cisco NX-OSリリース 9.3(5)では、Cisco Nexus 93180YC-FX3Sスイッチのみがこのコマンドの
いずれかのオプションをサポートします。

デフォルトプロファイル（デフォルトPTP）の構成は、1秒あたり 4パケット（pps）の間隔で
動作します。しかし Cisco Nexus 9408、9808、9804 N9K-C93400LD-H1、と N9K-C9332D-H2R
プラットフォームスイッチ上では、メディアプロファイル、最小同期と遅延間隔とデフォル

トでは、8 ppsサポートされます。時刻送信元と同期する場合、同期および遅延要求間隔でサ
ポートされる最小レートは 8 ppsです。

（注）

表 4 :範囲とデフォルト値

インター

フェイス

で設定さ

れた

「ptp
profile-override」
の値の範

囲（デ

フォルト

は設定さ

れたプロ

ファイル

に基づ

く）

8275-2プ
ロファイ

ルのデ

フォルト

値

8275-2プ
ロファイ

ルでサ

ポートさ

れる値の

範囲

8275-1プ
ロファイ

ルのデ

フォルト

値

8275-1プ
ロファイ

ルでサ

ポートさ

れる値の

範囲

デフォル

トプロ

ファイル

のデフォ

ルト値

デフォル

トプロ

ファイル

でサポー

トされる

値の範囲

範囲また

はコン

フィギュ

レーショ

ンモー

ド

パラメー

タ

変更なし非ハイブ

リッド

非ハイブ

リッド

ハイブ

リッド

ハイブ

リッド

nonenoneグローバ

ル

モード

変更なし4444～ 632424〜 4300～ 63グローバ

ル

domain

変更なし1281281281282550～ 255グローバ

ル

priority1

変更なし1280～ 2551280～ 2552550～ 255グローバ

ル

priority2
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インター

フェイス

で設定さ

れた

「ptp
profile-override」
の値の範

囲（デ

フォルト

は設定さ

れたプロ

ファイル

に基づ

く）

8275-2プ
ロファイ

ルのデ

フォルト

値

8275-2プ
ロファイ

ルでサ

ポートさ

れる値の

範囲

8275-1プ
ロファイ

ルのデ

フォルト

値

8275-1プ
ロファイ

ルでサ

ポートさ

れる値の

範囲

デフォル

トプロ

ファイル

のデフォ

ルト値

デフォル

トプロ

ファイル

でサポー

トされる

値の範囲

範囲また

はコン

フィギュ

レーショ

ンモー

ド

パラメー

タ

0～ 2551280～ 2551280～ 255設定不能設定不能インター

フェイス

コスト

ethernet、
ipv4

ipv4ipv4、
ipv6

イーサ

ネット

イーサ

ネット

ipv4ipv4、
ipv6

インター

フェイス

トランス

ポート

変更なしunicastユニキャ

スト

multicastmulticastmulticastmulticast、
unicast

インター

フェイス

transmission

変更なしダイナ

ミック

動的、マ

スター、

スレーブ

ダイナ

ミック

ダイナ

ミック

ダイナ

ミック

dynamic、
master、
slave

インター

フェイス

役割

-3～ 4

0～ 4
（aes67）

-3〜1
（smpte-2059-2）

-3-3～ 0-3-310～ 4

0～ 4
（aes67）

-3〜1
（smpte-2059-2）

インター

フェイス

アナウン

ス間隔

-4～ 6

-4〜 5
（aes67）

-4〜 5
（smpte-2059-2）

-4-4～ 0-4-40-1～ 6

-4〜 5
（aes67）

-4〜 5
（smpte-2059-2）

インター

フェイス

delay-request
minimum
interval

-4〜 1

-4〜 1
（aes67）

-7〜 0
（smpte-2059-2）

-4-4～ 0-4-4-2-3～ -1

-4〜 1
（aes67）

-7〜 0
（smpte-2059-2）

インター

フェイス

同期間隔
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PTP通知の設定

始める前に

次の重要な PTPイベントの通知を有効化、無効化、およびカスタマイズできます。

•グランドマスター（GM）クロックの変更

•親クロックの変更

•ポートの PTPステートの変更

•高 PTPクロック修正

通知は、PTPから受信した情報に基づいてDMEインフラストラクチャによって生成されます。

手順の概要

1. [ no ] ptp notification type gm-change
2. [ no ] ptp notification type parent-change
3. [ no ] ptp notification type port-state-change [ category { all | master-slave-only } ] [ interval {

immediate | seconds [ periodic-notification { disable | enable } ] } ]
4. [ no ] ptp notification type high-correction [ interval { seconds [ periodic-notification { disable

| enable } ] | immediate } ]
5. （任意） [ no ] ptp correction-range { nanoseconds | logging }

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

PTPグランドマスタークロックが変更された場合
に、変更通知を送信するようにシステムを設定しま

す。

[ no ] ptp notification type gm-change

例：

switch(config)# ptp notification type gm-change
switch(config)#

ステップ 1

PTPの親クロックが変更された場合に、変更通知を
送信するようにシステムを設定します。

[ no ] ptp notification type parent-change

例：

ステップ 2

switch(config)# ptp notification type
parent-change
switch(config)#

ポートステート変更イベントが発生した場合に通知

を送信するようにシステムを設定します。

[ no ] ptp notification type port-state-change [ category
{ all | master-slave-only } ] [ interval { immediate |
seconds [ periodic-notification { disable | enable } ] } ]

ステップ 3

• category：通知を送信するために必要な状態変
更を指定します。

例：
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目的コマンドまたはアクション

switch(config)# ptp notification type
port-state-change category master-slave-only
switch(config)#

• all：すべてのポート状態の変更が報告され
ます。

（注）

allオプションを使用すると、多くの通知
が表示されます。

• master-slave-only：マスタースレーブ状態
との間のポート状態の変更のみが報告され

ます。

• interval seconds：ポート状態変更通知は、設定
された間隔（1〜 300秒、粒度は 1秒）で送信
されます。

• periodic-notification：設定された間隔の間
にポートステートの変更が発生していない

場合でも、定期的な通知を送信するかどう

かを決定します。

disable：ポート状態変更通知は、現在の状
態が以前に報告された状態と同じでない場

合にのみ報告されます。設定された定期的

な間隔中の中間状態の変更は無視されま

す。たとえば、ポートが時刻XでMASTER
であり、DISABLEDに変更されてから X +
periodic-intervalが発生するまでにMASTER
に戻る場合、その間のイベントは通知され

ません。

enable：ポートステート変更通知は、ポー
トステートの変更に関係なく、設定された

間隔で送信されます。

• interval immediate：ポートの状態変化通知は、
状態が変化すると送信されます。

PTP高補正イベントが発生した場合に高補正通知を
送信するようにシステムを設定します。高修正イベ

[ no ] ptp notification type high-correction [ interval {
seconds [ periodic-notification { disable | enable } ] |
immediate } ]

ステップ 4

ントは、修正がptp correction-rangeコマンドで設定

例： された値を超えた場合です（次のオプションの手順

を参照）。switch(config)# ptp notification type
high-correction interval immediate
switch(config)# • interval seconds：設定された間隔（1〜 300秒、

精度 1秒）で高修正通知が送信されます。
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目的コマンドまたはアクション

• periodic-notification：設定された間隔中に
高度な修正が行われなかった場合でも、定

期的な通知を送信するかどうかを決定しま

す。

disable：設定された定期的な間隔の間に高
補正イベントが発生した場合にのみ通知を

送信します。これがデフォルトの設定で

す。

enable：設定された定期的な間隔の間に高
修正イベントの数に関係なく通知を送信し

ます。そのようなイベントがない場合、ペ

イロードは定期的な間隔の間にゼロ修正イ

ベントを示します。

• interval immediate：高度な修正イベントが発生
するとすぐに通知を送信します。

高修正通知には、次の属性が含まれます。

• highCorrectionCount

• lastHighCorrectionTime

• lastHighCorrectionValue

• lastHighCorrectionMPD

• maxHighCorrectionTime

• maxHighCorrectionValue

• maxHighCorrectionMPD

超過すると、PTP高補正が発生したことを示すしき
い値を設定します。範囲は 10〜 1000000000です。
デフォルト値は 100（マイクロ秒の 10倍）です。

（任意） [ no ] ptp correction-range { nanoseconds |
logging }

例：

ステップ 5

switch(config)# ptp correction-range 200000
switch(config)#

PTP混合モード
PTPは、接続されたクライアントから受信した delay_reqメッセージのタイプに基づいて、
Cisco Nexusデバイスによって自動的に検出される PTPメッセージを配信するための混合モー
ドをサポートします。このモードでは、スレーブがユニキャストメッセージで delay_reqを送
信すると、マスターもユニキャスト delay_respメッセージで応答します。
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PTPインターフェイスがマスターステートを維持する設定
この手順では、エンドポイントによってポートがスレーブステートに移行するのを防ぐ方法に

ついて説明します。

始める前に

•スイッチ上でグローバルに PTPをイネーブルにし、PTP通信の送信元 IPアドレスを設定
したことを確認します。

• PTPをグローバルにイネーブルにしても、デフォルトで、サポートされているすべてのイ
ンターフェイス上でイネーブルになりません。PTPインターフェイスは個別にイネーブル
に設定する必要があります。

手順の概要

1. switch # configure terminal
2. switch(config) # interface ethernet slot/port

3. switch(config-if) # ptp
4. switch(config-if) # ptp multicast master-only
5. ptp role master

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch # configure terminalステップ 1

PTPをイネーブルにするインターフェイスを指定
し、インターフェイス構成モードを開始します。

switch(config) # interface ethernet slot/portステップ 2

インターフェイスで PTPをイネーブルまたはディ
セーブルにします。

switch(config-if) # ptpステップ 3

（注）

このコマンドを設定した後、CiscoNX-OSリリース
9.3(5)以降の場合は、ステップ 5に進みます。Cisco
NX-OSリリース 9.3(4)以前の場合は、ステップ 4
に進みます。

マスターステートを維持するようにポートを設定し

ます。

switch(config-if) # ptp multicast master-onlyステップ 4

（注）
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目的コマンドまたはアクション

このコマンドは、Cisco NX-OSリリース 9.3(4)以前
でサポートされています。Cisco NX-OSリリース
9.3(5)以降では廃止されています。

Cisco NX-OSリリース9.3 (4)以前の場合は、これで
手順は終了です。

マスターステートを維持するようにポートを設定し

ます。

ptp role masterステップ 5

（注）

このコマンドは、Cisco NX-OSリリース 9.3(5)以降
でサポートされます。

例

この例では、インターフェイス上に PTPを設定し、インターフェイスがマスタース
テートを維持するように設定する方法を示しています。

switch(config)# show ptp brief

PTP port status
----------------------------------
Port State
---------------- ----------------
Eth1/1 Slave
switch(config)# interface ethernet 1/1
switch(config-if)# ptp multicast master-only
2001 Jan 7 07:50:03 A3-MTC-CR-1 %$ VDC-1 %$ %PTP-2-PTP_GM_CHANGE: Grandmaster clock has changed
from 60:73:5c:ff:fe:62:a1:41 to 58:97:bd:ff:fe:0d:54:01 for the PTP protocol
2001 Jan 7 07:50:03 A3-MTC-CR-1 %$ VDC-1 %$ %PTP-2-PTP_STATE_CHANGE: Interface Eth1/1 change from
PTP_BMC_STATE_SLAVE to PTP_BMC_STATE_PRE_MASTER
2001 Jan 7 07:50:03 A3-MTC-CR-1 %$ VDC-1 %$ %PTP-2-PTP_TIMESYNC_LOST: Lost sync with master clock
2001 Jan 7 07:50:07 A3-MTC-CR-1 %$ VDC-1 %$ %PTP-2-PTP_STATE_CHANGE: Interface Eth1/1 change from
PTP_BMC_STATE_PRE_MASTER to PTP_BMC_STATE_MASTER

PTPユニキャストネゴシエーションの有効化
PTPユニキャスト送信を有効にすることは、ユニキャストネゴシエーションを使用するための
前提条件です。

Cisco NX-OS 10.2(1)Fリリース以降、新しく追加された CLIは次のとおりです。

手順の概要

1. switch (config-ptp-ucast-negotiation)# schema <schema-name>

2. （任意） switch (config-ptp-ucast-nego-schema)# announce interval <log-seconds>

3. （任意） switch (config-ptp-ucast-nego-schema)# sync interval <log-seconds>
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4. switch (config-ptp-ucast-nego-schema)# delay-response interval <log-seconds>

5. switch (config-ptp-ucast-nego-schema)# announce duration <seconds> [renew-offset <seconds>]
6. switch (config-ptp-ucast-nego-schema)# sync duration <seconds> [renew-offset <seconds>]
7. switch (config-ptp-ucast-nego-schema)# delay response duration <seconds> [renew-offset

<seconds>]
8. switch (config-ptp-ucast-nego-schema)# announce interval range <minimum-log-val>

<maximum-log-val>

9. switch (config-ptp-ucast-nego-schema)# sync interval range <minimum-log-val>
<maximum-log-val>

10. switch (config-ptp-ucast-nego-schema)# delay-response interval range <minimum-log-val>
<maximum-log-val>

11. switch (config-ptp-ucast-nego-schema)# announce duration range <minimum-seconds>
<maximum-seconds>

12. switch (config-ptp-ucast-nego-schema)# sync duration range <minimum-seconds>
<maximum-seconds>

13. switch (config-ptp-ucast-nego-schema)# delay-response duration range <minimum-seconds>
<maximum-seconds>

14. show ptp unicast-negotiation [interface ethernet slot/port]

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

デフォルトスキーマは、ユニキャストネゴシエー

ションが有効になっているときに作成され、PTPユ
switch (config-ptp-ucast-negotiation)# schema
<schema-name>

ステップ 1

ニキャストが有効になっているすべてのインター

フェイスと、現在設定されているマスター IPに適
用されます。

スキーマ名は最大で 31文字にできます。

PTPアナウンスメッセージの間隔を設定します。（任意） switch (config-ptp-ucast-nego-schema)#
announce interval <log-seconds>

ステップ 2

範囲は- 3〜0です。

デフォルト値は 1です。

PTP同期メッセージの間隔を構成します。（任意） switch (config-ptp-ucast-nego-schema)# sync
interval <log-seconds>

ステップ 3

範囲は -4〜 0です。

デフォルト値は 3です。

ポートがマスター状態のとき、PTP遅延メッセージ
間で許可されている間隔を設定します。

switch (config-ptp-ucast-nego-schema)# delay-response
interval <log-seconds>

ステップ 4

範囲は -4〜 0です。

デフォルト値は-2です。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）アナウンスセッションの期間を設定しま

す。

switch (config-ptp-ucast-nego-schema)# announce
duration <seconds> [renew-offset <seconds>]

ステップ 5

renew-offset<seconds>:

これは、スレーブがセッションの更新要求を送信す

る時間を設定するために使用できます。デフォルト

値は 10です。つまり、セッションの有効期限の 10
秒前に更新要求を送信します（許可期間）。

指定できる範囲は 60～ 1000です。

デフォルト値は 300です。

（任意）同期セッションの期間を設定します。switch (config-ptp-ucast-nego-schema)# sync duration
<seconds> [renew-offset <seconds>]

ステップ 6

renew-offset<seconds>:

これは、スレーブがセッションの更新要求を送信す

る時間を設定するために使用できます。デフォルト

値は 10です。つまり、セッションの有効期限の 10
秒前に更新要求を送信します（許可期間）。

指定できる範囲は 60～ 1000です。

デフォルト値は 300です。

（任意）遅延応答セッションの期間を設定します。switch (config-ptp-ucast-nego-schema)# delay response
duration <seconds> [renew-offset <seconds>]

ステップ 7

renew-offset<seconds>:

これは、スレーブがセッションの更新要求を送信す

る時間を設定するために使用できます。デフォルト

値は 10です。つまり、セッションの有効期限の 10
秒前に更新要求を送信します（許可期間）。

指定できる範囲は 60～ 1000です。

デフォルト値は 300です。

（任意）スレーブからのアナウンス間隔要求の値の

許容範囲を設定します。

switch (config-ptp-ucast-nego-schema)# announce
interval range <minimum-log-val> <maximum-log-val>

ステップ 8

minimum-log-valのデフォルトは -3です。
maximum-log-valのデフォルトは 0です。

（任意）スレーブからの同期間隔要求の許容範囲を

設定します。

switch (config-ptp-ucast-nego-schema)# sync interval
range <minimum-log-val> <maximum-log-val>

ステップ 9

minimum-log-valのデフォルトは -4です。
maximum-log-valのデフォルトは 0です。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）スレーブからの遅延応答間隔要求の許容範

囲を設定します。

switch (config-ptp-ucast-nego-schema)# delay-response
interval range <minimum-log-val> <maximum-log-val>

ステップ 10

minimum-log-valのデフォルトは -4です。
maximum-log-valのデフォルトは 0です。

（任意）スレーブからのセッション継続時間要求の

値の許容範囲を設定します。

switch (config-ptp-ucast-nego-schema)# announce
duration range <minimum-seconds>
<maximum-seconds>

ステップ 11

minimum-secondsのデフォルトは 60です。

maximum-secondsのデフォルトは 1000です。

（任意）スレーブからの同期セッション期間要求の

値の許容範囲を設定します。

switch (config-ptp-ucast-nego-schema)# sync duration
range <minimum-seconds> <maximum-seconds>

ステップ 12

minimum-secondsのデフォルトは 60です。

maximum-secondsのデフォルトは 1000です。

（任意）スレーブからの遅延応答セッション期間要

求の値の許容範囲を設定します。

switch (config-ptp-ucast-nego-schema)# delay-response
duration range <minimum-seconds>
<maximum-seconds>

ステップ 13

minimum-secondsのデフォルトは 60です。

maximum-secondsのデフォルトは 1000です。

ユニキャストネゴシエーションのステータスを表

示します。

show ptp unicast-negotiation [interface ethernet
slot/port]

ステップ 14

拡張マルチキャストスケール
この機能は、デバッグ機能が非常に制限されている場合でも、PTPマルチキャストセカンダリ
デバイスのより高いスケーリングが必要な特定の展開シナリオでのみ使用されます。

この機能には、次の制限があります。

• PTPスレーブの数が多いということは、PTP制御パケットレートが非常に高いことを意味
します。その結果、銅率を適切に上げる必要があります。コントロールプレーンポリシ

ングの構成の詳細については、cisco.comのCisco Nexus 9000シリーズNX-OSセキュリティ

構成ガイドの適切なバージョンを参照してください。

• PTPデバッグは、PTP内部 syslogなどのさまざまな内部ログとともに、no ptp debug allコ
マンドを使用して完全に無効にする必要があります。その結果、問題をデバッグする機能

が非常に制限されます。

• PTPセカンダリポートは、スケーリングされた PTPプライマリポートのいずれともハー
ドウェアMAC（ポート fifo）を共有しないようにすることをお勧めします。さらに、ハー
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ドウェアMACごとに 2つ以下のプライマリポートを有効にする必要があります。特定の
スイッチのポートのハードウェアMACは、次のコマンドを使用して確認できます。

show interface hardware-mappings

•まれに、修正がミリ秒の範囲に急上昇することがあります。

次のコマンドを実行して、PTPマルチキャストセカンダリデバイスのスケーリングを有効に
します。

ptp enhanced-client-scale

上記のコマンドのステータスを表示するには、次のコマンドを実行します。

switch# show run ptp | grep enhanced

タイムスタンプタギング
タイムスタンプタギング機能は、リモートデバイスでパケットが到達したときに正確な時間

情報を提供し、実際の時間を追跡できるようにします。パケットは、PTPを使用してナノ秒の
精度で切り捨てられ、タイムスタンプが付けられます。CiscoNexusDataBrokerとともにスイッ
チの TAP集約機能を使用すると、SPANを使用してネットワークトラフィックをコピーし、
トラフィックをフィルタリングしてタイムスタンプを付け、記録および分析のために送信でき

ます。

インターフェイスで ttagを構成すると、すべての着信トラフィックがタグ付けされます。イン
ターフェイスで ttag-stripを構成すると、ttagを持つすべての発信トラフィックが削除されま
す。

タイムスタンプタギングの設定

9636C-R、9636C-RX、および 9636Q-Rラインカードを搭載した Cisco Nexus 9508スイッチで
は、タイムスタンプタギングの設定はサポートされていません。

（注）
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• VXLANEVPNマルチサイト展開で ttag機能を使用する場合は、クラウドに接続するBGW
のDCIインターフェイスで ttagが削除されていることを確認します（ttag-strip）。詳細に
説明すると、ttagが、ether-type 0x8905をサポートしないNexus 9000以外のデバイスに接続
されている場合、ttagの除去が必要です。ストリッピングが行われない場合、Nexus以外
のデバイスはパケットをドロップします。

• DCIの BGWバックツーバックモデルでは ttagの削除は必要ありません。

• cloudscaleプラットフォームでは、パケットのイーサタイプが 0x8905の場合、スイッチド
または転送されたトラフィックにはパケットに元の ttagヘッダーが含まれるため、そのパ
ケットは保持されます（ ttag-stripが発信インターフェイスで構成されている場合を除
く）。

• CiscoNexus 9800スイッチは、ether-type 0x8905パケットのルーティングをサポートしてい
ません。

（注）

始める前に

PTPオフロードがグローバルに有効になっていることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface type slot/port

3. [no] ttag

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

指定したインターフェイスに対してインターフェイ

スコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type slot/port

例：

ステップ 2

switch(config)# interface ethernet 2/2
switch(config-if)#

レイヤ 2またはレイヤ 3出力インターフェイスでタ
イムスタンプタギングを設定します。これは、ス

[no] ttag

例：

ステップ 3

イッチの出力時にタグ付けする必要があるトラフィッswitch(config-if)# ttag
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目的コマンドまたはアクション

クの入力ポートで必要です。これは、出力ポートで

は必要ありません。

TTAGマーカーパケットと時間間隔の設定
ttagタイムスタンプフィールドは、マーカーパケットに 48ビットのタイムスタンプを付加し
ます。この 48ビットのタイムスタンプは、人間の読み取りやすい ASCIIベースのタイムスタ
ンプではありません。この48ビットのタイムスタンプを人間が読み取れるようにするために、
ttagマーカーパケットを使用して、48ビットのタイムスタンプ情報をデコードするための追加
情報を提供できます。

定義長さ位置（バイト：

ビット）

フィールド

デフォルトでは、このフィール

ドにはA6A6と表示されます。
これにより、パケットストリー

ム上の ttag-markerパケットを識
別できます。

16Magic

バージョン番号。デフォルトの

バージョンは 1です。
8バージョン

このフィールドは、48ビットの
タイムスタンプサイズの粒度を

表します。デフォルトの値は04
で、これは 100ピコ秒つまり
0.1ナノ秒を表します。

16精度

ASICと UTCクロック間の
utc_offset値です。デフォルト値
は 0です。

8UTc_offset

48ビットのASICハードウェア
タイムスタンプの上位 16ビッ
トです。

（注）

64ビットの ASICハードウェ
アタイムスタンプを取得する

ために、[Timestamp_hi]および
[Timestamp_lo]フィールドに
[Correction_hi]および
[Correction_lo]を追加します。

32Timestamp_hi
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48ビットのASICハードウェア
タイムスタンプの下位 32ビッ
トです。

（注）

64ビットの ASICハードウェ
アタイムスタンプを取得する

ために、[Timestamp_hi]および
[Timestamp_lo]フィールドに
[Correction_hi]および
[Correction_lo]を追加します。

32Timestamp_lo

Cisco Nexus 9000シリーズス
イッチの CPUクロックに基づ
く UTCタイムスタンプの秒の
部分です。

32UTC sec

CiscoNexus9000シリーズスイッ
チのCPUクロックに基づくUTC
タイムスタンプのナノ秒の部分

です。

32UTC sec

将来的な使用のために予約され

ています。

32予約済み

Cisco Nexus 9000シリーズス
イッチの累積 PTP補正の上位
32ビット。

（注）

64ビットの ASICハードウェ
アタイムスタンプを取得する

ために、[Timestamp_hi]および
[Timestamp_lo]フィールドに
[Correction_hi]および
[Correction_lo]を追加します。

32Correction_hi
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Cisco Nexus 9000シリーズス
イッチの累積 PTP補正の下位
32ビット。

（注）

64ビットの ASICハードウェ
アタイムスタンプを取得する

ために、[Timestamp_hi]および
[Timestamp_lo]フィールドに
[Correction_hi]および
[Correction_lo]を追加します。

32Correction_lo

デフォルト値は 0xA5A5A5A5
です。これにより、マーカーパ

ケットの前方検索が可能にな

り、UTCタイムスタンプへの参
照が提供されるため、クライア

ントソフトウェアはその参照

UTCを使用して、各パケット
ヘッダーの 32ビットのハード
ウェアタイムスタンプを回復で

きます。

32署名

（Signature）

これは、ttag-markerの位置wo合
わせを4バイト境界に変換する
ための位置合わせバイトです。

8

64
パッド

始める前に

PTPオフロードがグローバルにイネーブル化されていることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. ttag-marker-interval seconds

3. interface type slot/port

4. [no] ttag-marker enable
5. ttag-strip
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手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

スイッチが ttag-markerパケットを発信ポートに送信
するまでの秒数を設定します。これはスイッチのグ

ttag-marker-interval seconds

例：

ステップ 2

ローバル設定です。デフォルトでは、ttag-markerパswitch(config-if)# ttag-marker-interval 90
ケットを 60秒ごとに送信します。secondsの範囲は
1～ 25200です。

指定したインターフェイスに対してインターフェイ

スコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type slot/port

例：

ステップ 3

switch(config)# interface ethernet 2/2
switch(config-if)#

ttag-markerパケットを発信ポートに送信します。[no] ttag-marker enable

例：

ステップ 4

switch(config-if)# ttag-marker enable

インターフェイスの出力パケットから TTAGを削除
します。

ttag-strip

例：

ステップ 5

switch(config-if)# ttag-strip

PTP設定の確認
次のいずれかのコマンドを使用して、設定を確認します。

表 5 : PTP Showコマンド

目的コマンド

PTPのステータスを表示します。show ptp brief

ローカルクロックのプロパティ（クロック ID
など）を表示します。

show ptp clock
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目的コマンド

PTPプロセスが認識している外部マスターの
状態を表示します。外部マスターごとに、出

力に、クロック ID、基本的なクロックプロパ
ティ、およびクロックがグランドマスターと

して使用されているかどうかが表示されます。

show ptp clock foreign-masters-record

最後の数個の PTP修正を表示します。show ptp corrections

すべてのインターフェイスまたは指定したイ

ンターフェイスの PTPパケットカウンタを表
示します。

show ptp counters [all | interface ethernet
slot/port]

PTPの親のプロパティを表示します。show ptp parent

スイッチの PTPポートのステータスを表示し
ます。

show ptp port interface ethernet slot/port

PTPクロックプロパティを表示します。show ptp time-property

PTPの実行コンフィギュレーションを表示し
ます。

show running-config ptp [all]

特定のインターフェイスまたは PTPが有効に
なっているすべてのインターフェイスで送受

信されるすべての PTPメッセージをクリアし
ます。

clear ptp counters [all | interface ethernet
slot/port]

各 PTPポートに接続されているすべてのピア
のリストが表示され、ロールが静的か動的か

が示されます。

show ptp detail

PTPテレコムプロファイル設定の確認
PTPテレコムプロファイルの設定タスクを実行した後、ここでの説明に基づいて、設定を確認
してださい。

show running-config ptp all

このコマンドの出力には、PTPテレコムプロファイルのグローバル設定とインターフェイス設
定が表示されます。

show running-config ptp allコマンドの出力例を次に示します。

switch# show running-config ptp all
!Command: show running-config ptp all
!Running configuration last done at: Fri Feb 21 20:09:55 2020
!Time: Fri Feb 21 21:10:19 2020

PTPの設定
68

PTPの設定

PTPテレコムプロファイル設定の確認



version 9.3(5) Bios:version 01.00
feature ptp

ptp profile 8275-1
mode hybrid

ptp source 0.0.0.0
ptp device-type boundary-clock
ptp priority1 128
ptp priority2 10
ptp pdelay-req-interval 0
no ptp notification type parent-change
no ptp notification type gm-change
no ptp notification type high-correction
no ptp notification type port-state-change
ptp correction-range 100000
no ptp correction-range logging
ptp management
ptp mean-path-delay 1000000000
ptp domain 24
ttag-marker-interval 60

interface Ethernet1/1
ptp
no ptp profile-override
ptp destination-mac non-forwardable rx-no-match accept
ptp transport ethernet
ptp transmission multicast
ptp role dynamic
ptp cost 128
ptp delay-request minimum interval -4
ptp announce interval -3
ptp sync interval -4
ptp announce timeout 3

interface Ethernet1/6
ptp
no ptp profile-override
ptp destination-mac non-forwardable rx-no-match accept
ptp transport ethernet
ptp transmission multicast
ptp role dynamic
ptp cost 128
ptp delay-request minimum interval -4
ptp announce interval -3
ptp sync interval -4
ptp announce timeout 3

interface Ethernet1/7
ptp
no ptp profile-override
ptp destination-mac non-forwardable rx-no-match accept
ptp transport ethernet
ptp transmission multicast
ptp role dynamic
ptp cost 128
ptp delay-request minimum interval -4
ptp announce interval -3
ptp sync interval -4
ptp announce timeout 3

interface Ethernet1/8
ptp
no ptp profile-override
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ptp destination-mac non-forwardable rx-no-match accept
ptp transport ethernet
ptp transmission multicast
ptp role dynamic
ptp cost 128
ptp delay-request minimum interval -4
ptp announce interval -3
ptp sync interval -4
ptp announce timeout 3

show running-config ptp allコマンドの出力には、すべての PTP設定済みインターフェイスの
完全なリストが表示されます。

（注）

show ptp parent

このコマンドの出力には、PTPの親プロパティが表示されます。

show ptp parentコマンドの出力例を次に示します。

switch# show ptp parent
PTP PARENT PROPERTIES

Parent Clock:
Parent Clock Identity: 10:b3:d6:ff:fe:bf:a8:63
Parent Port Number: 0
Observed Parent Offset (log variance): N/A
Observed Parent Clock Phase Change Rate: N/A

Grandmaster Clock:
Grandmaster Clock Identity: 10:b3:d6:ff:fe:bf:a8:63
Grandmaster Clock Quality:

Class: 248
Accuracy: 254
Offset (log variance): 65535
Priority1: 128
Priority2: 10

show ptp corrections

このコマンドの出力には、各 PTPスレーブポートの直近 2000件までの修正の詳細が表示され
ます。

show ptp correctionsコマンドの出力例を次に示します。

switch# show ptp corrections
PTP past corrections
-----------------------------------------------------------------------------------
Slave Port SUP Time Correction(ns) MeanPath Delay(ns)
---------- ------------------------------- ------------------ ------------------
Eth1/3 Thu Feb 20 22:51:02 2020 861523 4 260
Eth1/3 Thu Feb 20 22:51:02 2020 735961 4 260
Eth1/3 Thu Feb 20 22:51:02 2020 610170 4 268
Eth1/3 Thu Feb 20 22:51:02 2020 483106 0 280
Eth1/3 Thu Feb 20 22:51:02 2020 355745 0 280
Eth1/3 Thu Feb 20 22:51:02 2020 229924 -4 268
Eth1/3 Thu Feb 20 22:51:02 2020 104819 -4 268
Eth1/3 Thu Feb 20 22:51:01 2020 979604 8 272
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show ptp clock

このコマンドの出力には、ローカルクロックのプロパティ（クロック IDなど）が表示されま
す。

show ptp clockコマンドの出力例を次に示します。

switch# show ptp clock
PTP Device Type : boundary-clock
PTP Device Encapsulation : NA
PTP Source IP Address : 0.0.0.0
Clock Identity : 10:b3:d6:ff:fe:bf:a8:63
Clock Domain: 24
Slave Clock Operation : Unknown
Master Clock Operation : Two-step
Slave-Only Clock Mode : Disabled
Number of PTP ports: 35
Priority1 : 128
Priority2 : 10
Clock Quality:

Class : 248
Accuracy : 254
Offset (log variance) : 65535

Offset From Master : 0
Mean Path Delay : 0
Steps removed : 0
Correction range : 100000
MPD range : 1000000000
Local clock time : Wed Feb 26 17:08:34 2020
Hardware frequency correction : NA
PTP Clock state : Free-Run

show ptp brief

このコマンドの出力には、設定されたポートごとの PTPクロック状態が表示されます。

show ptp briefコマンドの出力例を次に示します。

switch# show ptp brief
PTP port status
-----------------------------------
Port State
--------------------- ------------
Eth1/1 Slave
Eth1/6 Disabled
Eth1/7 Disabled
Eth1/8 Disabled
Eth1/10 Master
Eth1/11 Disabled
Eth1/12 Disabled
Eth1/13 Master
Eth1/14 Disabled
Eth1/15 Disabled
Eth1/16 Disabled
Eth1/17 Disabled
Eth1/18 Disabled
Eth1/19 Disabled
Eth1/20 Disabled
Eth1/21 Disabled
Eth1/22 Disabled
Eth1/23 Disabled
Eth1/24 Disabled
Eth1/25 Disabled
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Eth1/26 Disabled
Eth1/27 Disabled
Eth1/28 Disabled
Eth1/29 Disabled
Eth1/30 Disabled
Eth1/31 Disabled
Eth1/32 Disabled
Eth1/33 Disabled
Eth1/34 Disabled
Eth1/35 Disabled
Eth1/36 Disabled
Eth1/37 Disabled
Eth1/38 Disabled
Eth1/39 Disabled
Eth1/40 Disabled

show ptp clock foreign-masters record

このコマンドの出力には、PTPプロセスが認識している外部マスターの状態が表示されます。
出力には、外部マスターごとにクロック ID、基本的なクロックプロパティ、およびクロック
がグランドマスターとして使用されているかどうかが表示されます。

show ptp clock foreign-master-recordコマンドの出力例を次に示します。

switch# show ptp port status
P1=Priority1, P2=Priority2, C=Class, A=Accuracy,
OSLV=Offset-Scaled-Log-Variance, SR=Steps-Removed
GM=Is grandmaster

--------- ----------------------- --- ---- ---- --- ----- --------
Interface Clock-ID P1 P2 C A OSLV SR
--------- ----------------------- --- ---- ---- --- ----- --------

Eth1/1 00:00:00:00:00:00:00:01 128 128 6 33 65535 0 GM

show ptp detail

このコマンドの出力には、各PTPポートに接続されているすべてのピアのリストが表示され、
ロールが静的か動的かが示されます。

switch(config-if)# show ptp detail
PTP port details:

Flags: (S) Static, (D) Dynamic
Connected Peer details: IP clock-id

Port State Transmission Transport Flags
==== ===== ============ ========= =====
Eth1/27/1 Slave Unicast IPV4 (S)
Connected Peers:

10.10.1.36 00:fd:22:ff:fe:8d:1a:a5-0x1901

Eth1/27/2 Passive Unicast IPV4 (D)
Connected Peers:

10.10.2.36 00:00:00:00:00:00:00:00-0x0

Eth1/27/3 Master Multicast IPV4 (D)
Connected Peers:
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PTPの設定例
次に、デバイス上で PTPをグローバルに設定し、PTP通信用の送信元 IPアドレスを指定し、
クロックの優先レベルを設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# feature ptp
switch(config)# ptp source 10.10.10.1
switch(config)# ptp priority1 1
switch(config)# ptp priority2 1
switch(config)# show ptp brief
PTP port status
-----------------------
Port State
------- --------------
switch(config)# show ptp clock
PTP Device Type: Boundary clock
Clock Identity : 0:22:55:ff:ff:79:a4:c1
Clock Domain: 0
Number of PTP ports: 0
Priority1 : 1
Priority2 : 1
Clock Quality:
Class : 248
Accuracy : 254
Offset (log variance) : 65535

Offset From Master : 0
Mean Path Delay : 0
Steps removed : 0
Local clock time:Mon Dec 22 14:13:24 2014

次に、インターフェイス上で PTPを設定し、アナウンス、遅延要求、および同期メッ
セージの間隔を設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface Ethernet 1/1
switch(config-if)# ptp
switch(config-if)# ptp announce interval 3
switch(config-if)# ptp announce timeout 2
switch(config-if)# ptp delay-request minimum interval smpte-2059-2 -3
switch(config-if)# ptp sync interval smpte-2059-2 -3
switch(config-if)# no shutdown
switch(config-if)# show ptp brief
PTP port status
-----------------------
Port State
------- --------------
Eth2/1 Master
switch(config-if)# show ptp port interface ethernet 2/1
PTP Port Dataset: Eth2/1
Port identity: clock identity: 0:22:55:ff:ff:79:a4:c1
Port identity: port number: 1028
PTP version: 2
Port state: Master
Delay request interval(log mean): 4
Announce receipt time out: 2
Peer mean path delay: 0
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Announce interval(log mean): 3
Sync interval(log mean): 1
Delay Mechanism: End to End
Peer delay request interval(log mean): 0

個の例では、マスター/スレーブロールを設定し、対応するピアスレーブ/マスター IP
アドレスを割り当てる方法を示します。

For Cisco NX-OS Release 9.3(5) and later:
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/1
switch(config-if)# ptp
switch(config-if)# ptp transmission unicast
switch(config-if)# ptp role master
switch(config-if)# ptp slave 10.1.1.2
switch(config-if)# ptp ucast-source 11.0.0.1
switch(config-if)# ip address 11.0.0.1/24
switch(config-if)# no shutdown

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/1
switch(config-if)# ptp
switch(config-if)# ptp transmission unicast
switch(config-if)# ptp role slave
switch(config-if)# ptp master 10.1.1.2
switch(config-if)# ptp ucast-source 11.0.0.1
switch(config-if)# ip address 11.0.0.1/24
switch(config-if)# no shutdown

For Cisco NX-OS Release 9.3(4) and earlier:
switch-1(config)# interface ethernet 1/1
switch-1(config-if)# ptp transport ipv4 ucast master
switch-1(config-if-ptp-master)# slave ipv4 1.2.3.1
switch-1(config-if-ptp-master)# slave ipv4 1.2.3.2
switch-1(config-if-ptp-master)# slave ipv4 1.2.3.3
switch-1(config-if-ptp-master)# slave ipv4 1.2.3.4
switch-1(config-if-ptp-master)#

switch-1(config-if)# ptp transport ipv4 ucast slave
switch-1(config-if-ptp-slave)# master ipv4 4.4.4.1
switch-1(config-if-ptp-slave)# master ipv4 4.4.4.2
switch-1(config-if-ptp-slave)# master ipv4 4.4.4.3

switch-1(config-if-ptp-slave)# ptp ucast-source 9.9.9.9

switch-1(config-if)# sh running-config ptp

!Command: show running-config ptp
!Time: Tue Feb 7 17:37:09 2017

version 7.0(3)I4(6)
feature ptp

ptp source 1.1.1.1

interface Ethernet1/1
ptp transport ipv4 ucast master
slave ipv4 1.2.3.1
slave ipv4 1.2.3.2
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slave ipv4 1.2.3.3
slave ipv4 1.2.3.4

interface Ethernet1/2
ptp transport ipv4 ucast slave
master ipv4 4.4.4.1
master ipv4 4.4.4.2
master ipv4 4.4.4.3

ptp ucast-source 9.9.9.9

switch-1(config-if)#

次に、マスターポートまたはスレーブポートでクロック動作モードで PTPを設定す
る例を示します。

PLTFM-A(config)# show ptp clock
PTP Device Type : boundary-clock
PTP Device Encapsulation : layer-3
PTP Source IP Address : 1.1.1.1
Clock Identity : 74:26:ac:ff:fe:fd:de:ff
Clock Domain: 0
Slave Clock Operation : One-step
Master Clock Operation : One-step
Slave-Only Clock Mode : Disabled
Number of PTP ports: 142
Priority1 : 200
Priority2 : 200
Clock Quality:

Class : 248
Accuracy : 254
Offset (log variance) : 65535

Offset From Master : -32
Mean Path Delay : 105
Steps removed : 1
Correction range : 200
MPD range : 100
Local clock time : Wed Jul 3 18:57:23 2019
Hardware frequency correction : NA
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